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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 教育水準向上対策事業 継続 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0

2 スクールバス運行事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

3 児童・生徒各種競技会参加補助事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4
経済的な理由を有する児童生徒の
就学支援事業

継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 特別支援教育の推進事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

6 英語指導助手招致事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

7 学校保健の充実事業 継続 4.0 4.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

8 幼児教育の充実 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

9 学校給食を通した食育の推進事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

外部評価委員評価

備　　　　　考

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《学校教育課・給食センター》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 教育総務費

目 事務局費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和3年度分評価>

10

1

3

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
学　-　①

3,470 3,170 3,000 1,700

令和3年度　予算の状況

914前年対比

5

2

2

コロナ過で大変だと思いますが、今後に向けて向上、改善へのご検討を望みます。

学力向上3ヵ年計画により、学校での学習指導体制の確立及び授業改善の推進や、家庭でのよりよい学習習慣や生活習慣の定着に向けた家庭と連
携した取組の推進を図っております。

的確

5

④ 5

4 5

④

4

④ 5

総体 1 2 ③

③

財政面 1

1

2 3

節 金額(千円）

事業内容

運営面 1

3

2 3

【事務事業の写真等】

1

目的達成度

2 ③準備等 1

2

2

4 5

良好要検討 妥当

負担金補助及び交付金

有　・　無

1,700

要改善

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無

③ 4 5

④

名称

金額

1

1

財政面

5

〔予算の方向性〕

4

5

④ 5

指標で表せない効果等と同様

2総体

1

事業完了(予定)年度

事業開始年度

教
育
水
準
向
上
対
策
事
業

41.7.1

〔事業の方向性〕

継続

継続

2

1

3

5

4

要検討

2

3

1 2 3

③

妥当

④

年度

的確

5

786

△ 3000

良好

1

要改善

事業番号

事
業
名

事
務
名

Ｒ2

△ 2214△ 170

Ｒ１

学校教育課課名

学力向上等推進部、研究部、事業部、幼保小中
連携推進部、特別支援学級交流委員会、心を育
てる活動班、健康を作る活動班がそれぞれ意見
交換及び研究協議を行い活動している。

Ｒ３

決　算　額　の　状　況

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

　　森町立森教育研究所は、教育団体として昭和２６年４月に発足した。その後昭和３９年頃
より学校教育と社会教育が一体となり町ぐるみで町民の意識向上を図る運動が展開され、昭
和４１年７月に森町長を会長として副会長に議会議長・教育委員長という全町運動が展開さ
れ現在の森町教育水準向上対策協議会が発足した。学校教育、社会教育の向上発展を目
指し、施設整備、基礎資料の調査、各種研究会、住民に対する広報活動、研究視察、研究
実践を目的として教育水準の向上にたゆみない活動を続け成果を挙げている。

決算額

H３０H２９

1,700

概ね良好と思います。今年も運営面で大変だと思いますが、ご継続ください。

森町教育水準向上対策協議会

○　学校教育部
　    ・森町教育研究集会１１月１９日
　　　・森町読書感想文コンクール表彰式１１月２５日（公民館）
　　　・研究紀要第５６集の発行

○　社会教育部
　　　・ふれあい体験教室　　　事業番号　社教－②
　　　・夏休み・冬休みもりの寺小屋　　　事業番号　社教－④
　　　・オニウシ公園周回マラソン大会　　　事業番号　体－③

○　総括事務局
　　　・令和４年５月３０日総会（書面議決）
      ・会報 「もりの教育」 １回発行

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

③

準備等

運営面

事業内容

目的達成度
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 小学校費・中学校費

目 学校管理費

☆指標で表せない効果等

11

②事業主体

12

☆　事業評価(自己評価）

13 ☆　点数による評価

18

27 ③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和3年度分評価>

小学校費 中学校費

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 学校教育課 事業番号

令和3年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
学　-　②

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 71,230 69,988 56,783 86,050 89,008

節
金額(千円）

2・3 　　さわら小学校・森中学校及び森小学校、駒ヶ岳小学校、鷲ノ木小学校、砂原中学校の遠
距離児童生徒を対象として通学負担の軽減や手段として、町が所有するｽｸｰﾙﾊﾞｽを運行
するものです。運行経路が複数路線となるため、児童生徒の負担軽減と円滑安全な通学と
なるよう運行を民間会社に委託しているものである。

年度 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2 R3

前年対比 19,018 △ 1,242 △ 13,205 29,267 2,958

30,354

備品購入費 0 32,450 要改善

3,677

役務費（手数料） 422 1,043

森町教育委員会（運行は民間委託）
　　　　　(保険料） 297 699

委託料 15,900

　児童生徒及び保護者の通学負担の軽減手段とし
て有効に実施されている。学校行事等にも有効に
活用され、円滑な学校運営の重要な一役担ってい
る。

（燃料費） 1,575 3,711

（修繕料） 1,439

要検討 妥当 良好 的確

公課費 123 401 準備等 1 2 3 ④ 5

5

計 93,653 事業内容 1 2 3

対象者： さわら小学校・森中学校及び森小学校・駒ヶ岳小学校・鷲ノ木小学校・砂原中学校
の遠距離児童・生徒(平常運行）
　
    ○　平常運行　　・平常授業日における児童生徒の登下校
                       　 ・指導計画に基づく夏季・冬季休業中の行事に伴う生徒の登下校

    ○　臨時運行　  ・学校が行う社会科学習等の郊外学習及び特別活動で町内外の運行
                     　   ・部活動大会出場のための運行
                      　  ・その他教育長が必要と認める行事に関する運行

運営面 1 2 3 ④ 5

④ 5

52 3 ④

補助金等の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

金額

【事務事業の写真等】

指標で表せない効果等と同様

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

需用費（消耗品費） 473 1,089

名称 総体 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点検・評価にあたって特記する事項等 事業開始年度
さわら小学校スクールバス　　 保有台数　3台
　・27年度　45人乗り　1台購入　15,012,000円
　・29年度　45人乗り　1台購入　16,858,994円（国庫補助3,770千円　起債12,000千円　一般財源1,089千円）
  ・30年度  45人乗り　1台購入　16,896,600円（起債15,100千円　一般財源1,797千円）
森中学校スクールバス　　　　 保有台数　7台
　・19年度　47人乗り　1台購入　11,917千円(国庫補助3,040千円　起債6,400千円　一般財源2,477千円)
　　　　　 　 小型バス２９人乗り　 １台　町より所管換
　・20年度　41人乗り　1台購入　16,590,000円(繰越明許処分)
  ・23年度　29人乗り　2台購入　14,175,000円（地域活性化交付金）
  ・R2年度　42人乗り　1台購入　30,206,000円
  ・R3年度　54人乗り　1台購入　22,308,000円

Ｓ56

事業完了(予定)年度

今後も支援向上、改善へご検討を望みます。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 小学校費・中学校費

目 教育振興費

18 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

森町教育委員会

③事業内容及び実績

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

主な参加大会等

・北海道小学校陸上競技大会

・北海道中学校体育大会等 ☆コメントによる評価

・全国中学校体育大会

　（バドミントン）

・各競技等地区大会

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和3年度分評価>

1,137

児
童
・
生
徒
各
種
競
技
会
参
加
補
助
事
業

指標で表せない効果等と同様

2 3

準備等

運営面

21

課名

中学校の部活動は、生徒の心身の発達に大
きく寄与し教育的な効果は大きい。

H３０ R１

決　算　額　の　状　況

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

10

2・3

895

学　-　③

5,526

事業内容

財政面

的確

5

R３

2,5081,613

2

事業番号

事
業
名

事
務
名2,382 △ 543

学校教育課

妥当

4,983

△ 3,370

R２

3 ④

3 5

53

5

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

継続

事業開始年度

事業完了(予定)年度

5

④ 5

1 2 3

2,455

目的達成度

1

良好

1

要改善 要検討

④

④

2

3 ④

1

負担金補助及び交付金

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無 有　・　無

2,508

小学校費

中学校費

金額

準備等 1 2 3

【事務事業の写真等】

金額(千円）

2

3

2 3運営面 1

事業内容 1

53

H２９

目的達成度 1 2 3

要検討 妥当

2

3

節

1

④ 5

令和3年度　予算の状況

2

要改善

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

各種競技会を通して体力の向上、技能のレベルアップ、豊かでたくましい心身を育てる。ま
た、コンクールなどを通して豊かな情操や感性を高める。 3,144

総体 1 2 ④ 5

④ 5

3

財政面

④

年度

各種競技大会やコンクールなどの大会参加に係る経費を補助する。

延べ参加人数

前年対比

金額（円）大会数
（引率含む）

区分

決算額

小学校

中学校 39

44

2,454,146

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

総体

52,500

2,506,646

　（柔道、剣道、陸上、バドミントン、スキー、卓球）

473

④ 5

1

2

④ 5

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

名称

指導体制づくりの努力を今後も継続くださいますよう望みます。

④ 5

良好 的確

540

合　　計

433
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

②事業主体

18 ☆指標で表せない効果等

19

③事業内容及び対象者等

■

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

■

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

18,928

△ 3,133

経済的な理由により、就学困難な児童・生徒・学生へ適切な教育が受けられるよう必要な支援を
行う。

12,000

人数

12,000

2

1

的確

5

要改善

貸与上限月額

2

指標で表せない効果等と同様

2 31

継続

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

5

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

小学校費

有　・　無

18,928

令和3年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

前年対比

森町教育委員会・森町教育振興育英会

3

5

事業番号

事
業
名

事
務
名

要検討

△ 3,258

学校教育課

5

課名

52

21

2,893

1 2

経済的な理由により就学困難な児童生徒の保
護者の負担軽減として、有効に活用されてい
る。

運営面

準備等

1

④1目的達成度

総体

32

④

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

　

事業開始年度

S39年度

事業完了(予定)年度

5

④

経
済
的
な
理
由
を
有
す
る
児
童

生
徒
の
就
学
支
援
事
業

高等専門学校

国公立大学・短大・専修学校

良好

④

3 ④

3 ④

妥当

3

妥当

【事務事業の写真等】

良好 的確要検討

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

<令和3年度分評価>

8,509,500

補助金等の有無

名称

財政面

事業内容

金額 69,000円

要保護児童生徒援助費補助金

私立大学 29,000 12

5

準備等 1 2 3 ④ 5

2 3 ④

運営面 1

事業内容 1

2 3 ④

総体 1 2 3 ④ 5

2 3 ④ 5

④ 52 3

目的達成度

節

財政面 1

1

扶助費

補助金

要改善

《 有 の 場 合 》

計

5

10

1・2・3

2

年度

決算額

決　算　額　の　状　況

△ 2,136

8,510

8,618

学　-　④

35,839 32,581 30,445

H２９ H３０ R１ R２

22,061

R３

教育費

事務局費・教育振興費

1,800

金額(千円）

教育総務費・小学校費・中学校費

中学校費 保護者及び本人が森町民で、身体健康学業優秀で性行善良であり、大学・高等専門学校
及び高等学校・専門学校に在学又は進学を希望するもので、 経済的な理由により就学困
難な方へ奨学金を貸与する。

公立高等学校

区　　分

経済的な理由により就学困難な児童生徒（要保護・準要保護児童生徒）への就学援助。

区　　分

小学校費

中学校費

決算額

年間貸与額

248,000

私立高等学校 21,000 16 4,032,000

2 207,000

12,751,000

8,617,159

21,000 8 2,016,000

私立短大・専修学校 28,000 6 1,876,000

4,372,000

概ね良好と思います。

△ 8,384

合　　計 17,126,659

扶助人数

要保護8人　　準要保護131人

要保護7人　　準要保護　72人

合　計 46

- 6 -



☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項

目

1 ☆指標で表せない効果等

3

10

②事業主体

森町教育委員会

17 ☆　事業評価(自己評価）

③事業内容及び対象者等 ☆　点数による評価

■特別支援教育支援員の配置（9人） 円

19

■教材備品等の整備及び就学奨励費の援助

   小学校 円

円

円

   中学校 円

円 ☆コメントによる評価

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

特
別
支
援
教
育
の
推
進
事
業

継続

継続

Ｈ１９年度　令和3年度の特別支援学級の設置状況（5月1日現在）は、下記のようになっております。
【小学校】
    視覚障害-0人、聴覚障害-0人、知的障害- 13人、肢体不自由-1人、病弱・身体虚弱-1人、言語障害-0人、自閉症・情緒障害-17人　　  合計 32人、11学級
【中学校】
    視覚障害-0人、聴覚障害-0人、知的障害- 7人、肢体不自由-0人、病弱・身体虚弱-0人、言語障害-0人、自閉症・情緒障害-12人       合計 19人、 4学級

特別支援教育について、学校全体の共通理解のもと、協力
体制作りや教師間或は学校間の連携や情報交換の強化に
努め、各学校での教育活動を推進している。

運営面

1 3 5

的確良好妥当要検討

5

3

21

3 ④

1

④

5

5

230

④その他

令和3年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

扶助費

職員手当

備品購入費

小学校費

教育総務費・小学校費・中学校費

需用費（消耗品費）

10

1・2・3

2

節

291

中学校費

268

金額(千円）

17

小学校費

139

年度

決算額

準備等

小学校費

報酬 9,736

　 学校における障がいのある児童生徒に適切な支援を行うためには、個々の児童生徒の障
がいの状況や程度に応じた支援が必要であるため、特別支援教育支援員を配置し、特別な
教育的支援が必要な児童生徒を直接支援することのできる体制づくりや教材等の整備を図
る。また、障がいのある児童生徒が小・中学校の特別支援学級で学ぶ際に、保護者が負担
する教育関係経費について、家庭の経済状況等に応じ扶助を行い、保護者の負担軽減を
図る。

事務局費・教育振興費

中学校費

2,012

中学校費

0

400前年対比

学　-　⑤

9,653 10,053

H３０

10,383

R2

12,091

H２９ R3

④ 5

④ 5

2

④

合計 12,690,776

1

指標で表せない効果等と同様

・特別支援学級用消耗品

5

総体

5

的確

1

138,768

229,300

■就学前児童、在学中の児童生徒の保護者に対する相談機能の強化・充実

1

④ 5

運営面

5

④

事業内容 1

1

2

総体 1 2 3

目的達成度

財政面

1 2 3

3

3

2 3

2

■教育支援委員会の開催

妥当 良好

④2 児童生徒の実態把握とそれに応じた体制づくりの努力をご継続お願いいたします。

有　・　無

12,693

要改善

準備等 1 3

要検討

1事業内容

【事務事業の写真等】

名称

金額

計

補助金等の有無

特別支援教育就学奨励費補助金

260,000円

《 有 の 場 合 》

事業開始年度点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

事業番号

事
業
名

事
務
名

学校教育課

④

3

16,608

267,632

290,710

3

0

事業完了(予定)年度

④ 5

小計

〔予算の方向性〕

〔事業の方向性〕

2

・特別支援教育就学奨励扶助費(5人)

2

2

課名

R１

決　算　額　の　状　況

943,018

330

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

12,693

602

・特別支援学級用教材備品

1,708

目的達成度 2 3 ④

④

545

要改善11,747,758

<令和3年度分評価>

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

5

財政面・特別支援学級用教材備品

・特別支援教育就学奨励扶助費(12人)

・特別支援学級用消耗品
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 教育総務費

目 事務局費

1 ☆指標で表せない効果等

4 ②事業主体

8

11 役務費(保険料)

18 負担金補助及び交付金 ③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

④決算状況

円

円

円

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

令和3年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

3

節 金額(千円）

R2年度

決算額

学　-　⑥

8,969 8,784

H３０

9,058

概ね良好と思います。

<令和3年度分評価>

284

R1

△ 321

決　算　額　の　状　況

274

良好

△ 185前年対比

8,737

的確

良好 的確

④

5

5

事業内容

1

184,000

5

5

④

3 5

森町教育委員会

④

3

総体 1 2 3

④

目的達成度 1 2

財政面 1 2

5

④

事業内容 1 2

運営面 1

3

④

要検討

2

【事務事業の写真等】

2 3

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

7,760,000

補助金等の有無

準備等 1 3

要改善

名称

金額

3

総体

3

1

1財政面

1,075

旅費 0

妥当

《 有 の 場 合 》

有　・　無

9,062

184

43

計

5

準備等

運営面

1

指標で表せない効果等と同様

5④

2

④

5

事業番号

事
業
名

事
務
名

2

3

学校教育課課名

R3

9,062

2

5

妥当

   小学校はコミュニケーションの「素地」、中学校
は「基礎」、どちらも共通して言語や文化の理解や
積極的なコミュニケーション等の育成に資する活
動を行っている。

2

2 3

④

④

3 ④

5

1

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

共済費

H２９

報酬

1

2

継続

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

10

7,760

　 本事業は、JETプログラム参加者に公立小・中学校等への活動の場を提供し、日本にお
ける外国語教育の充実を図るとともに、青年交流による地域レベルでの国際交流の発展を
図ることを通じて、諸外国との相互理解を増進し、国際化の促進に寄与することを目的に
行っている。

英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

要改善

1

要検討

325

事業開始年度

Ｈ12年度
点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

目的達成度

継続

5④3

事業完了(予定)年度

9,062,258

報　酬

共済費

旅   費

役務費

負担金

1,075,058

合   計

0

43,200

外国青年招致事業により語学指導を行うＡＬＴを森町へ招致し、小学校の外国語活動、中学
校の英語科の充実のため、ALTを派遣している。また、幼稚園への訪問や、北海道・町が主催
するイングリッシュキャンプの講師を行っている。

【事業内容】
・中学校における日本人教師の英語科授業の補助
・小学校における日本人教師の外国語活動の補助や英語に親しむための動機付活動
・英語教材作成の補助
・イングリッシュキャンプ講師 他

【学校等への派遣】
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項

目 学校管理費・幼稚園費

1 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

12

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

円 ☆　点数による評価

18 円

円

円

円

円

円

円

円 ☆コメントによる評価

円

円

円

円

円

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和3年度分評価>

④

5,270

1,788

180

704

④

④

内　　　容

④

準備等

対象等 区分

的確

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

財政面

1

1

    学校保健安全法等の定めに基づき実施しているものであり特記事項はなし。

良好

5

令和3年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

10

2・3・4

1

節 金額(千円）

小学校費・中学校費・幼稚園費

9,437 9,002

H３０

9,336

学校保健安全法等の定めに基づき実施して
いるもであり特記事項はなし。

R１ R２

8,699
学校教育の円滑な実施と、その成果の確保に資するため、就学時児童及び幼稚園、小中
学校の児童生徒及び教職員の健康診断を実施し、健康の保持増進と疾病の早期発見及び
健康に対する意識の向上を図る。

5

年度

決算額

前年対比

5

目的達成度

総体 1 2 3

1 2 3

1

5

5

5

中学校費

2 3

妥当

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

148,060

④

幼稚園費 148,060

8,640,834

2 3

2 3

3

④

運営面 1

2

要改善

準備等 1

事業内容 1

要検討

委託料

　小学校費

【事務事業の写真等】

名称

金額

　幼稚園費

　小学校費

4

3 ④

報酬

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無 有　・　無

8,641

5

5

3

1 2

⑤

1 42 ⑤

的確

5

1 2 3 ④

良好要改善 要検討 妥当

事業番号

事
業
名

事
務
名

H２９

学校教育課

52 △ 334

学　-　⑦

△ 101 △ 303

課名

運営面

事業内容

④

④

目的達成度

財政面 1 2

2

3

3総体 5

さわら小、砂原中、
さわら幼稚園

小学校費 148,060

203,681

教職員人間ドック

合　　計

決　算　額　の　状　況

事業開始年度

学
校
保
健
の
充
実
事
業

指標で表せない効果等と同様

2

継続

R３

継続

8,641

△ 58

森町教育委員会　　　令和3年度　事務・事業の点検及び評価シート

森町教育委員会

〔事業の方向性〕

事業完了(予定)年度

3

〔予算の方向性〕12,000

水質検査

570

45

負担金補助及び交付金

　中学校費 72

　幼稚園費 12

　中学校費

　小学校費

　幼稚園費

全学年・小学校就学前
小学校費

幼稚園費

各種健診委託料
（耳鼻科、眼科、心電図、尿、ピロリ
菌）

全学年及び一部学年

小学校費

中学校費

幼稚園費

570,000

決算額

45,000

内科医・歯科医・薬剤師委託料 全学年・小学校就学前
小学校費 2,645,000

幼稚園費 220,000

内科医・歯科医・薬剤師報酬

幼稚園費

131,665

教職員健康診断 全教職員等

小学校費 1,383,476

中学校費 717,314

幼稚園費

コロナ過が続くなか、運営上難しいことも多々あると思いますが、検討、特に経済面での効果的な運営にご努力願いたいと思います。

概ね良好と思います。

1,093,704

922,814

希望する教職員等

小学校費 180,000

中学校費 72,000
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☆決算額の推移

款 10 教育費 ①目的及び効果

項 4 幼稚園費

目 1 幼稚園費

1 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

2

3

4 ③事業内容及び対象者等

7 ・さわら幼稚園、森幼稚園での集団生活、運動会、発表会等の各種行事等の実施

8 ・「成長の記録」作り「参観」を通した親と子の交流、高齢者との活動を通した世代間交流の実施

10 ・身近な人や地域の人との温かい交流を通して心身ともに健康でたくましい子どもの育成

11 ・子育て支援としての預かり保育を実施。また、必要に応じて早朝・延長保育の実施（さわら幼稚園）

12 ・どの子にもやさしいユニバーサルデザイン化を生かした園内環境の実施（インクルーシブ教育）

13 ・「食を営む力」の育成に向けた畑の栽培や地域の生産物を食する活動・学校給食の実施 ☆　事業評価(自己評価）

15 ☆　点数による評価

17

18 ④令和３年度の状況等

☆コメントによる評価

【参考】令和3年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

28

④

概ね良好と思います。④

④

良好

点検・評価にあたって特記する事項等

預かり保育 4235

10月1日現在4月10日現在保育区分幼稚園名

さわら幼稚園

33

35

27

森幼稚園 通常保育

32

   平成26年度より「子ども子育て支援新制度」に関する条例化がなされ、平成27年度より子育て中のすべての家庭や地域の様々な子育て支援を充実すること
が求められるようになった。また、平成30年度からは「新教育要領」が施行となり、質の高い保育について職員の研修の充実を図った。

継続

〔事業の方向性〕

継続

　一人一人の発達を把握した上で、保護者への支
援や個を伸ばす支援（発達障害含む）を行うために
は、教師の資質向上や充実した教育が求められて
いる。

総体 5

事業開始年度

事業完了（予定）年度

昭和５２年度

通常保育 34 42

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

学校教育課（幼稚園）課名

決　算　額　の　状　況

R2Ｈ30 R1

令和３年度　予算の状況

Ｈ29

事業番号

事
業
名

事
務
名

学　-　⑧

2 31

④

R3

幼
児
教
育
の
充
実

3 ④1

1

2

③ 4233

要改善

1 53月31日現在

5

1 2準備等 5

1 2 3 ④

3

節 金額(千円）

職 員 手 当

共 済 費

4,178

2,899

5,378

報 酬

給 料 7,839

要改善 要検討

需 用 費 7,705

役 務 費 397

238

　有　・　無補助金等の有無

3

1

報 償 費 36

目的達成度

妥当

準備等 1 2 3

5

財政面

1

1

3

④

2 3

2

2

5,542

2 3

　子どもたちが基礎的な生活習慣や社会性を身につけ、豊かな幼児期を過ごせるよう、家庭や
地域、幼稚園、行政が連携して幼児教育の充実を図る。

総体 1 2 3 ④

運営面

△ 870,896

1

34,567

年度

決算額

前年対比

④ 5

5

885,166

事業内容

47,673 932,839 34,35261,943

△ 27,59113,106

名称

事業内容

5

的確

5

5

219,000円

要検討

《 有 の 場 合 》

財政面

④

35,476

預かり保育 18

31

2

（単位:人） 運営面

目的達成度

良好

④

妥当

3

5

教育指導費補助金

的確備 品 購 入 費 167

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金

85

5,973

使用料及び賃借料 581

原 材 料 費 0

旅 費

金額

計

5

〔予算の方向性〕

委 託 料

森町教育委員会、さわら幼稚園、森幼稚園 　園生活を充実させるために、指導計画は常に
反省や評価を行い、幼児の発達の理解と教師
の指導の改善という両面から取り組んでいる。
　家庭や地域、学校間の連携により幼児がいろ
いろな体験を重ねることは、子どもの育ちに効
果的である。

【事務事業の写真等】

名称

金額
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☆決算額の推移

款 教育費

項

目

1 ☆指標で表せない効果等

2

3

4 　②事業主体

10

11 ☆　事業評価(自己評価）

12 ☆　点数による評価

13 　③事業内容及び対象者

17

18

対 象 者

 

☆コメントによる評価

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

的確要改善

学
校
給
食
を
通
し
た
食
育
の
推
進
事
業④

19,435

職員手当 4,100

249

（２）学校給食の管理及び充実

小学校６校、中学校２校、幼稚園２園の園児及び児童生徒　

④

要検討

　地場産物を活用することにより、地域の自然や食文化
等について理解を深め、自然の恵みや生産者へ感謝す
る心を育む。

51 2 3

報酬

需用費　　　　

備品購入費 事業内容　 （１）食に関する正しい知識や望ましい食習慣の育成17

委託料

役務費

負担金補助及び交付金

使用料及び賃借料

共済費

給料

25

9,673

21,321

80,834

1,009

32

学　-　⑨

124,994 130,204 131,540

R1 事
業
名

事
務
名△ 3,971

Ｈ30 R3R2

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

保健体育費

10

6 年度

金額(千円）

3

節

学校給食費

　①目的及び効果

④

4

総体 1 2 3

④

財政面 1 2

5

③

目的達成度 1 2

前年対比

5

5

的確

5

　指標で表せない効果等と同様。

21

財政面

5

3

運営面 1

事業内容 1

④

2 3 ④ 5

④

良好要改善 要検討 妥当

2 3

3 5

④

4

準備等 1 2 3 5

136,695

【事務事業の写真等】

名称

補助金等の有無

　《　有の場合　》

計

有　・　無

金額

決算額

5

1

1

2 ③

④

5

1 2

事業開始年度

学校給食センター

④

良好

Ｈ29

課名

決　算　額　の　状　況

128,252

△ 3,288

運営面

5,210

（１）給食時間を活用した食に関する指導

2目的達成度

1 2

妥当

1,336

5

3

総体

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート

Ｓ４６

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

準備等

3

3

事業番号

・安全安心な食材のために可能な限り森町産を使用することは、地域の自然の恵みや、生産者への感謝にも繋がるものと評価できる。

事業完了(予定)年度

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

継続

（１）生鮮野菜は可能な限り森町産を使用

（２）米は森町産を使用

安全・安心な食材の購入

・栄養教諭による児童の発達段階に応じた食育授業は効果が大きい。

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

136,549

8,297

（３）学級活動や総合的な学習の時間等を活用した食育授業の実施

　学校給食は、子どもの心身の健全な発達や、食に関する正しい理解を養う上で大きな役
割を果たしている。一人ひとりが生涯に渡って、健康で充実した生活を送るためには、子ども
の時から食生活の基礎や基本を正しく理解し、食事についての自己管理が出来る習慣を身
につけることが重要であることから、学校給食を通した食育の推進を図る。

森町教育委員会

栄養教諭の配置による食
に関する指導の実施

事業内容

（２）学級担任と連携した集団的な食に関する指導

- 11 -



準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 成人式式典事業 継続 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0

2
教対協社会教育部心を育てる活動
班事業（ふれあい体験教室）

継続 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

3 芸術鑑賞事業 継続 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0

4 もりの寺子屋事業 継続 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0

5 森町文化協会補助事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

6 社会教育関係教材冊子配付事業 継続 2.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

7 鷲ノ木遺跡見学会 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

8 埋蔵文化財保存活用整備事業 単年 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

9 遺跡発掘調査事務所展示室公開 継続 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

10 出前授業 継続 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

11
日本冷凍食品事業発祥100周年
記念事業

単年 4.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

12 国際交流のつどい事業 継続 - - - - - - - - - - - -
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大により開
催「中止」を決定。評価なし。

13 家庭教育学級事業 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

14 イングリッシュキャンプ 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

15 社会教育講座 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

16 もりっこまつり事業 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

17 静岡県森町交流事業 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

18 文化財講座 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《社会教育課》

事業
番号

事務・事業名

今後
の

事業
の

方向

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

10 ☆指標で表せない効果等

11

12

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

令和4年森町成人式

・記念品「フォトアルバム動画ＤＶＤ」製作には、中学３年時担任教諭からお祝いメッセージ動画撮影の協力、各中学校及び新成人対象者から画像提供
の協力を得ることができました。

・来場者制限や時間短縮により例年の式典開催とは異なる運営となりましたが、新型コロナウイルス感染症の感染状況に注視し、感染防止対策を検討・
協議・実施することにより、新成人の門出を祝う式典を開催することができました。

金額 　　　　　　　　　　（新成人 ８６名、来賓・主催者 ６名、保護者等 ６６名）

【事務事業の写真等】 ○記念品　　所在を把握した成人対象者（町内・外及び出席・欠席を問わない）に郵送する

成
人
式
式
典
事
業

・令和２年度から記念品（集合写真）を変更し
たことにより、来町自粛を決した新成人への贈
呈が可能になりました。

名称 ○出席状況　　延べ来場者数 １５８名 総体 1 2 3 ④ 5

3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 ○成人対象者　　平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 ○内 　容　　記念式典（国歌斉唱、式辞、宣誓、祝辞、記念品贈呈、答辞、町民憲章朗読） 財政面 1 2

5

5

計 260 ○場　 所　　森町公民館　２階講堂 事業内容 1 2 ③ 4 5

○期 　日　　令和４年１月９日（日）午後２時～午後２時３０分 運営面 1 2 3 ④

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善

森町教育委員会

143 △ 21

委託料 168

需用費（印刷製本費） 60

役務費（通信運搬費） 32

Ｒ２ Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

1 りとまちづくりを志す青年たちの前途を祝福・激励する。 決算額 120 102 103 246

5 　　「成人の日」という最も意義深い日を機に大人になった事を自覚し、自らを高め仲間づく 年度 H２９ H３０ Ｒ１

225

節 金額(千円） 前年対比 △ 12 △ 18 1

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　①

10 決　算　額　の　状　況

・中学３年当時の担任教諭からのメッセージなど良い運営ですね。

・コロナ禍の開催にあたり検討・協議され実施されたことを高く評価します。新成人の心に残ったと思います。

・出席状況から、新成人やご家族の式典への意識の高さが認められました。

・記念品を欠席者にも届ける趣旨には、主催者の思いやりを感じてもらえたことと思います。

・人生の節目を祝福する意義深い事業です。新成人とOBにより企画・運営されることを期待します。

・コロナ禍の式典運営でしたが、いろいろな工夫をし開催することは大事だと思います。

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

・一生に一度の晴れ姿や旧友との再会など思
い出に残る場を提供することができました。
・コロナ禍における開催となり、式典内容の変
更や来場者制限など想定し得る感染防止対
策に対し、新成人及びその家族の協力により
円滑な式典運営を図ることができました。
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

②事業主体 ☆指標で表せない効果等

　

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

6 名 8 名 4 名

10月17日

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・さわら小児童が継続参加しており、事業を通して学校区を超えた児童交流が図られた。 事業完了(予定)年度

・地域団体を活用した企画・運営により、参加児童と地域団体との交流が図られた。

・児童作品を公民館ロビーに展示することにより、参加児童保護者や施設利用者への活動発表の場が設けられました。

オリンピックを楽しもう～応援旗作り　他～

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・近隣市町の新型コロナウイルス感染状況に注視し、募集及び開催時期を設定すると共に対象学年の縮小を余儀なく実施。

・事業開催時の点呼及び事故・ケガ防止対策を協議し、円滑な事業運営ができた。

〔予算の方向性〕

・新規ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ”オリンピックを楽しもう”では、
町内の英会話ｻｰｸﾙに協力を依頼し、「外国
のﾎｰﾑﾊﾟｰﾃｨｰ体験」も行われ、ｻｰｸﾙ会員と
共に楽しめる英会話を交えた事業運営ができ
ました。また、プログラミング体験を通し、ｲﾙﾐ
ﾈｰｼｮﾝ電飾の構造を知り、Xmasﾂﾘｰ製作をよ
り一層楽しむことができました。

〔事業の方向性〕

継続

-

-

2 名

-

-

5 名

-

-

7 名

金額

【事務事業の写真等】

5

名称 総体 1 2 3 ④ 5

0 名7 名8 名オリンピックを楽しもう～お楽しみ会～

※緊急事態宣言により中止

5月30日 ※緊急事態宣言により中止 - - -

6月27日 スケッチ～榎本武揚が見た駒ケ岳の形～

※緊急事態宣言により中止

プログラミング体験 Ⅰ

7月23日

8月29日

9月26日

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2月日 内容 児童数 協力者数 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数

計 0 事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④○登録児童数　９名
　延べ参加児童数　２７名（・・・他協力員２９名、高校生ボランティア７名）

要改善

○対象　町内小学校３年生～中学校１年生

○内容　異年齢による交流体験や歴史探訪、伝統行事や四季折々の自然体験活動を通
　　　　 　じて、積極性と協調性を培いながら集団行動に溶け込める環境づくりに取り組ん
　　　　　 でいる。

・コロナ禍開催に伴う参加自粛を強く感じた。
少人数ではあるが新規プログラムを通し、交
流体験を楽しむ意欲が高まっている。

-

節 金額(千円） 　 前年対比 - - - - -

森町教育水準向上対策協議会（社会教育部　心を育てる活動班）

Ｒ２ Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

集団行動をする上での基礎を身につける。 決算額 - - - -

　学校生活から離れ、異学校･異学年異世代間との交流を通じて、自己表現能力の向上と 年度 H２９ H３０ Ｒ１

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　②

決　算　額　の　状　況

・子ども達の笑顔から良好と判断しました。良い企画です。新しい事業内容で、子ども達もワクワクしたと思います。

・オンラインでも参加できるようになると参加しやすいかもしれないですね。

・「榎本武揚が見た駒ケ岳の形」は、郷土森町の史実に興味と関心を呼び込みながらの試みには心から賛意を送ります。

・東京オリンピック開催に合わせた事業内容は、子ども達の目を世界に向けさせる企画で良い。

・子ども達に、より多くの体験の場が提供される、継続してほしい事業です。

・これからの子ども達の環境づくりが大事だと思いますので、今後はもっと生きた体験を望みます。

教
対
協
社
会
教
育
部
心
を
育
て
る
活
動
班

事
業

（
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

）

要検討

11月14日 プログラミング体験 Ⅱ 6 名 9 名 0 名

妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

5

○実施時期　５月～１１月（全４回実施）

- 14 -



☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

10 ☆指標で表せない効果等

12

13

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・子ども達や親子が気軽に鑑賞できる環境づくりを目的として、土曜日開催としステージ第１部の午後２時開演を決定。

・過去の開催実績と新型コロナウイルスのリスク評価を行い、来場者の分散を目的とした３公演開催を決定。

・会場変更を伴った今事業運営については、チケット配付実績と来場者数に乖離があり会場変更が影響したものと捉えている。 事業完了(予定)年度

「X'masｼﾞｬｽﾞ・ﾀﾞﾝｽ＆ﾐｭｰｼﾞｯｸﾗｲﾌﾞ」

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

・ステージ第１部「ダンス」、第２部「歌」、第３部
「ジャズ」を主とした３公演開催を実施。幅広い
年齢層の来場を想定した企画・運営であった
が、会場変更に伴い来場者数が減少。今後も
地域の声を把握し鑑賞機会の充実を図って
いきたい。

金額 ・契約金額　４４０，０００円

【事務事業の写真等】

5

名称 ・来場者数　６１名 総体 1 2 ③ 4 5

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 ・対象者　　 森町在住者 目的達成度 1 2 ③ 4

国道補助金の有無 有　・　無 ・内　 容　    X'masジャズ・ダンス＆ミュージックライブ 財政面 1 2

5

計 701 ・場 　所　 　森町砂原公民館　大ホール 事業内容 1 2 3 ④ 5

・開演日　　 令和３年１２月１８日（土） 運営面 1 2 3 ④

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善

森町教育委員会

5

需用費（印刷製本費） 36 　 さを肌で感じてもらい、音楽への関心を高め芸術文化の振興を図ることを目的とする。

5 年度 H２９ Ｈ３０ Ｒ１①児童の健全な育成を目指し、質のよい内容の文化芸術に触れさせ、子ども達の創造や

　 感受性を豊かに育てる。

芸
術
鑑
賞
事
業

　
X
'
m
a
s
ジ
ャ
ズ
・
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
＆
ミ

ュ
ー

ジ
ッ
ク
ラ
イ
ブ

委託料 660 良質な演奏や技術指導を見聞きし、音楽やダ
ンスへの関心とともに感受性が高まり芸術文
化の振興が図られた。

450

節 金額(千円） ②良質な演奏と技術指導を見聞きし体験することにより、多くの町民に生演奏の素晴らし 前年対比 24 △ 40 32 △ 632 450

使用料及び賃借料

・本格的な音楽に触れる機会は貴重ですね。

・３部構成の企画運営であったが、来場者が分散し会場内が寂しかった。

・会場変更に伴い鑑賞を断念せざるを得なかった。毎年楽しみにしていただけに残念でならないという声を耳にしました。

・会場変更に戸惑いの声も聞こえましたが、芸術鑑賞する機会が少ないのでこれからも期待される事業です。

・いろいろなジャンルの音楽を楽しむこと。今後も継続していくことを望みます。

・他の音楽イベントも増やし、文化的なことにふれる時間を多くしていただけたらと思います。

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　③

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ２ R３ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 640 600 632 0
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

　　登録児童数：１４名（延べ参加児童数 ３５名）

　　　    講師等：玉川大学リベラルアーツ学部学生

・参加児童からは「また参加したい。」との声
が多く地域児童に定着した事業であり、アン
ケート結果を課題として捉え継続開催する。
・玉川大学森町教室では、普段関わることの
ない大学生とオンラインを通じたクイズ大会
等の交流が行わました。

　　　     　会場：森町公民館　２階講堂　

・コロナ禍において、オンラインの活用は学びの多様性・広がりが期待できる。

・コロナ禍にあって、これだけの参加者があったことは学習意欲に触れた子ども達がいることを表しており、うれしいことです。

・大学生との関わりなど、日頃体験できない場面だったと思います。

　　　　　   会場：森町立森小学校　３階ホール 〔予算の方向性〕

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

5

総体 1 2 3 ④ 5 ・

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5 ・退職教員や心を育てる活動班、森高校ボランティアの皆さんに感謝の気持ちでいっぱいです。

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5 ・高校生ボランティアが増えると良いですね。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・新型コロナウイルス感染対策として、会場の変更、間隔をとった座席配置、人数制限を設けるなど従来の開催方法から変更し開催した。
Ｈ２５年度

・運営人員不足の解消を図るため、森町教対協社会教育部「心を育てる活動班」及び高校生ボランティアに講師補助協力を依頼し実施されました。

・学年ごとに席を分け、各自で学習する自習形式で実施。講師は補助に留め、自ら学ぶ能力を養うことを目的とした。 事業完了(予定)年度

夏休み　もりの寺子屋 ・参加児童自ら手を挙げて、分からないところを聞くなど積極性が見られ、退職教員や森高ボランティアとの良好な関係が作られた。

・玉川大学森町教室では、通常学習で使われているタブレット端末を利用し、様々な体験学習を行うことでオンライン学習への興味が深められた。

【事務事業の写真等】 　　　　　　　　　  高校生ボランティア ３名 〔事業の方向性〕

【冬休み　玉川大学森町教室（オンライン交流）】 
継続

　　　　     日程：令和３年１２月２７日～２８日（２日間）

③ 4 5

金額 　　　    講師等：退職教員 ３名、森町教対協社会教育部「心を育てる活動班」班員 ４名

名称 　　登録児童数：３１名（延べ参加児童数 １０２名） 総体 1 2

も
り
の
寺
子
屋
事
業

・家庭学習の習慣化
・長期休暇中の生活習慣の改善

4

《 有 の 場 合 》 　　　　　   会場：森町立森小学校　１階ホール 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 【冬休み】 日程：令和３年１２月２５日～２８日（４日間） 財政面 1 2 ③

計 0 　　    　講師等：退職教員 ３名、森町教対協社会教育部「心を育てる活動班」班員 ３名 事業内容 1 2

　　登録児童数：４３名（延べ参加児童数 １６２名） 運営面 1 2 3 ④ 5

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

・対象　町内小学生３～６年生

【夏休み】 日程：令和３年７月２７日～３０日（４日間）

【夏休み】　共催：森町教育委員会、森町教育水準向上対策協議会社会教育部

【冬休み】　共催：森町教育委員会、森町教育水準向上対策協議会社会教育部、

　夏休み・冬休みの長期休暇序盤に通常の学校生活と同じく午前中に自主学習･自由研
究を行うことにより、家庭学習の習慣化や学力や集中力の向上を図ることを目的とする。
　また、退職教員や森町教育水準向上対策協議会社会教育部「心を育てる活動班」、高校
生等を講師として活用することにより、地域人材の発掘と育成の一助とする。

R２ Ｒ３

　　　　　　          玉川大学リベラルアーツ学部

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

年度 H２９ H３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　④

決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

18 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

森町文化協会
R３年度加盟団体数　３７団体

③事業内容及び対象者等

●森町文化祭【中止】 ☆　事業評価(自己評価）

●森町民俳句大会【中止】 ☆　点数による評価

●道民芸術祭渡島管内祭【中止】

●手芸教室 ２回開催・延べ参加人数７名

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

　不特定多数の来場者が訪れる当協会事業については、近隣市町と情報共有を図るとともに感染防止対策のリスク評価が行われ「中止」が決定さ
れております。今検討・協議を機に、単位団体による教室や発表の場の企画・運営が実施されております。

H１７年度

事業完了(予定)年度

金額

【事務事業の写真等】 〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

森
町
文
化
協
会
補
助
事
業

準備等 1 2 ③ 4 5

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4 5

計 720 事業内容 1 2 ③　新型コロナウイルス感染拡大に伴う「緊急事態宣言」や「まん延防止等重点措置」の適用
と共に、社会教育施設の「臨時休業及び施設ガイドラインに沿った感染防止対策の喚起」
を受け、運営者並びに来場者の感染防止を優先し、不特定多数の来場者が見込まれる主
催事業の開催中止が決定されております。

運営面

・コロナ禍におけるイベント開催に対し、近隣市町と情
報交流やリスク評価が行われ、主催事業の開催中止
が決定されております。

節 金額(千円） 前年対比 0 0 0

負担金補助及び交付金 720

要改善

0 60

5 　森町の文化関係団体相互の連携を図り、郷土文化の向上・発展を期することを目的とす
る。

年度 H２９ H３０ Ｒ１

△ 720 60

1 2 ③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

・各イベント開催が中止決定されるコロナ禍
において、単位団体の継続した活動とともに
文化芸術をとおした交流が図られておりま
す。

・文化祭事業については発表時期に限らず、そこに至るまでの活動においてコロナ感染が懸念されるため中止判断は妥当だったと思います。

・展示のみなど、入場者の制限などで実施できる事業があるかもしれませんね。

・小規模ながら企画や発表の場があったという事は良いことだと思います。

・

・

・

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑤

10 決　算　額　の　状　況

R２ R３ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 720 720 720
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑥

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - -

年度 Ｒ２ Ｒ３

節 金額(千円） 前年対比 - -

　自然散策や歴史探索に触れる機会を提供し、見識を深めるとともに健康維持と家庭内交
流の促進を図ることを目的とする。

要改善

森町教育委員会

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 ② 3 4 5

計 0 事業内容 1 2 ③ 4 5

○対象者　 　森町在住者 運営面 1 2 ③ 4

○内　 容　　 学習・散策・趣味を通した健康維持と家庭内交流の機会を提供できるよう、
                 「自然ガイドブック～森町の花と野鳥～」と「北海道森町文化財マップ」を配布
                  する。

【事務事業の写真等】 〔事業の方向性〕

継続

4 5

金額

総体 1 2 ③

社
会
教
育
関
係
教
材
冊
子
配
付
事
業

特記なし

名称

③ 4 5

《 有 の 場 合 》

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1

5

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

○配付開始　令和３年８月１日から

2

④ 5目的達成度 1 2 3

○配付実績　２６件

・コロナ禍における学習・軽運動・交流を促
す情報発信ができたものと捉える。

・広報周知の時期（四季）に対する提案の声
が届いているため、検討・実施したい。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

Ｒ２年度

事業完了(予定)年度

「森町心身リフレッシュ大作戦」広報チラシ

・散策と家庭内交流に視点を向けた新規事業の企画・運営に際し、各種講座で好評を得た教材を選定したことにより世代や性別を問わずに好評が
得られた。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

・地元を見直す良い機会だと思います。

・PRの仕方によっては、まだまだ多くの希望者が期待できたと思います。

・森町の自然を知る良い企画です。新しい資料や写真で歴史・文化等も加えたガイドブックがあると良いですね。

・郷土を知り、伝えることができる資料提供事業なので今後も良いものを期待します。

・

・
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

12 ☆指標で表せない効果等

13 ②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　　　　　　　1日4回（9時・11時・13時30分・15時30分(10月はなし）開始）

・定員　　１回10名

・場所　　鷲ノ木遺跡

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・案内・解説は大変でしょうが、大変助かり理解も増します。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・世界文化遺産登録など縄文文化の関心が高まる中、遺跡群としての鷲ノ木遺跡の価値を継続して伝えてください。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・参加数の増加はPR活動が関係しますので、できる限り努力してください。特に高校生や中小学校生徒、児童への呼びかけがもっとあるといい。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・参加者に「イカ形土製品」のプレゼントのようなものが次年度もあるといい。コロナ禍で大変だったと思うが状況に合わせた活動をしてよかったと思う。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

H１６年度

事業完了(予定)年度

見学会状況

・昨年度参加者数：①9/19　4人　　②9/20　5人　　③9/27　7人　　総数　16人　(対象は町内とし、期間等を限定して実施）
・7月27日に『北海道・北東北の縄文遺跡群』が世界文化遺産に登録され、鷲ノ木遺跡は世界文化遺産ではないが『遺跡群』に関連する遺跡となっ
た。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

5

総体 1 2 3 ④ 5

鷲
ノ
木
遺
跡
見
学
会

使用料及び賃借料 733

金額 目的達成度 1 2 ③ 4

名称 財政面 1 2 3 ④
・内容　　鷲ノ木遺跡を職員の解説を伴い案内する。参加者には鷲ノ木遺跡や縄文文化等
　　　　　　のパンフレット・PRグッズ等を配布した。

・参加者数　　8月 7日（土）  11人（2回）　  　 8月8日（日）     11人（2回）
　　　　　　　　　8月14日（土）  22人（3回）　　  8月15日（日）   12人（2回）
　　　　　　　　　8月21日（土）  10人（3回）　　  8月22日（日）     9人（3回）
                   10月2日（土）    9人（2回）　  　10月3日（日）   13人（2回）
                   10月9日（土）  15人（3回）　　  10月10日（日）  11人（3回）
                  　総数　123人（25回、内訳：町内40名、町外83名）

・当初は日数や回数を多く設定したが、状況により
　参加者や開催日数を限定したことも重なったため
　か、総数は少ない。
・遺跡への移動車両内での観光ガイド、数量限定
　配布グッズの寄贈等、町内団体等の協力も参加
　者への高い満足度を提供できたと考えられる。

※　当初は８～９月の間としていたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う北海道への緊急
　　事態宣言を受けて8月28日（土）～9月26日（日）の開催を中止し、10月10日まで期間と
　　した。

5

【事務事業の写真等】

3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2

要検討 妥当 良好 的確

計 1,068 準備等 1 2

要改善

3 ④ 5

・町内外一般対象

・日時　　8月7日（土）～10月10日（日）の間の土・日曜日

- - 40

委託料 335

　森町教育委員会

年度 H２９ H３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 -

　鷲ノ木遺跡の環状列石を公開し、遺跡の情報発信と保存整備への理解を深めてもらうこ
とを目的とする。実物の遺跡を見ることにより、保存整備の重要性を共有し、実施の機運と
縄文文化への興味・関心を高める。

・参加者は縄文文化への興味・関心が高く、見学
　ルートや説明内容等全般的に好評を得ている。
・町バス利用により車両賃借料は未支出。

・関連資産ではあるが世界文化遺産登録にあわせ、積極的に現場見学会や情報発信を行ったことの意義は大きい。

・応援隊員を募集し共に活動できれば、より輪が広がり、理解が得られる。高校や大学と連携して継続的な体験学習等を実施できればよい。

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑦

10 決　算　額　の　状　況

R２ R３ 事
業
名

事
務
名

4 決算額 - - - - 40

5

-
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

10 ☆指標で表せない効果等

11 ②事業主体

12

17

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

○企画展「発掘調査から見る森町の歴史」

　・展示期間　８月１日（日）～10月31日（日）　　見学者数　598人　（全49日間）

　・場所　　森町遺跡発掘調査事務所展示室

○広報資料

　・鷲ノ木遺跡パンフレット　2,500部

　・冊子　森町の遺跡　2,500部

　・森町の遺跡クリアフォルダー　2,500部 ☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

※　展示期間は、当初８月１日～９月30日としていたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴
　う北海道への緊急事態宣言を受けて８月27日（金）～９月30日（日）を休館としたため、展
　示期間を10月31日までとした。

・遺跡の保存整備や現場見学に制約が見受けられるため、本事業（調査事務所展示室）の充実が一層求められている。

総体 1 2 3 ④ 5 ・見学者から、「縄文遺跡群の出土品等を身近に見学でき、歴史や文化の魅力を感じている」という声があった。

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・児童生徒への学校単位での見学なども機会を増やしていってください。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・町内の方にも多く足を運んでいただければと思います。　

事業内容 1 2 3 ④ 5

・行政としてコロナ対策を行い、事業を継続していくことが必要。数年に一度町民向けにパンフを配布する等、繰り返し町民に発信し続ける事がいい。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・企画展に合わせた展示方法など資料の移動やそれに伴う準備も大変だったと思いますが、展示は新鮮でした。

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

R3年度
・過去の企画展入場者数：163人（平成28年度・全29日間）
・7月27日に『北海道・北東北の縄文遺跡群』が世界文化遺産に登録され、鷲ノ木遺跡は世界文化遺産ではないが『遺跡群』に関連する遺跡となっ
た。

事業完了(予定)年度

企画展展示状況
R3年度

要改善 要検討 妥当 良好

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

④ 5

【事務事業の写真等】 ・見学者は町外が90％程度と非常に多い。
・周知は多様に行ったが、ポスターやインター
ネットを見て見学に来た人が多い。
・アンケート結果からは、見学者の高い満足度
がうかがえた。

総体 1 2 3

〔事業の方向性〕

単年

〔予算の方向性〕

埋
蔵
文
化
財
保
存
活
用
整
備
事
業

役務費 45 ・見学者の7割程度の方がアンケートに協力してお
り、感想だけでなく改善点の指摘等、参考になるご
意見が多く見られた。

委託料

④ 5

名称 国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金 財政面 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 3

金額 １，４１２，０００円 目的達成度 1 2 3 ④ 5

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 3 ④ 5

計 3,364 準備等 1 2 ③

的確要改善 要検討 妥当 良好

　新たに出土品の複製品作成と解説パネルを購入し、町内遺跡から出土した遺物や遺構
の実物・写真・模型を使い、わかりやすくかつ興味を惹きたてる企画展を実施し、パンフ
レットや冊子等を見学者に配布した。

1,137

415

1,767 　森町教育委員会

備品購入費

事
業
名

事
務
名

4 決算額 2,835

5 　近年の町内埋蔵文化財調査による縄文文化から近現代にいたる様々な成果を公開し、
町の歴史への興味・関心を高めることを目的とする。町内外の見学者が埋蔵文化財に触
れることにより、町の文化や歴史等の新たな魅力の発見と価値の発信に繋がっている。

年度 R３

節 金額(千円） 前年対比 2,835

需要費

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑧

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

10 ☆指標で表せない効果等

13 ②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　　　　　  ※企画展開催準備のため７月５日（月）～７月31日（土）を臨時休館とした。

・場所　　森町遺跡発掘調査事務所展示室

・内容　　展示室開館とそれに伴う準備作業、来館者の案内を行う。

・見学者数　851人

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

・ファンづくりを基本とし、新たな事業を実施するために予算を増やしていってもらいたい。

総体 1 2 3 ④ 5 ・広報やいろいろな配布物等にも載せるなどしてPRの機会をもってください。

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・縄文だけでなく、昭和や大火等も昔の立派な文化・歴史なので、それらの資料の提示、解説も欲しい。（地図、行事の写真等）

財政面 1 2 ③ 4 5 ・町内PRにとどまらず道南や東北等に周知できる方法を検討してもらいたい。日本の文化や未来につながる事業なので、広域な連携が必要。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・緊急事態宣言などで施設が閉鎖されていましたが見学者数がある程度あったのは、世界文化遺産になったということもあったからだと思います。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・今後もさらに常設する内容も工夫していただけたらと思います。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

H２０年度
・昨年度見学者数：800人
・7月27日に『北海道・北東北の縄文遺跡群』が世界文化遺産に登録され、鷲ノ木遺跡は世界文化遺産ではないが『遺跡群』に関連する遺跡となっ
た。

事業完了(予定)年度

常設展示見学状況

【事務事業の写真等】 ・利用者数は昨年と同程度。
・引き続き施設の維持管理や収蔵資料の調査
や管理を行い、見学者が快適に利用できるよ
う公開に取り組む。
・昨年に続きスタンプラリー事業による見学者
増加が見られ、様々な状況に応じた展示や情
報提供の在り方を検討する必要がある。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

4 5

総体 1 2 ③ 4 5

金額 目的達成度 1 2 ③

5

名称 ※　新型コロナウイルス感染拡大に伴う北海道への緊急事態宣言を受けて、５月16日（日）
～６月20日（日）、８月27日（金）～９月30日（木）までを臨時休館とした。なお令和２年６月１
日（月）より施設の利用制限を設け開館している。

財政面 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 ③ 4

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 3 ④ 5

計 471 準備等 1 2 ③

遺
跡
発
掘
調
査
事
務
所
展
示
室
公
開

使用料及び賃借料 19 ・下水道工事によりトイレが和式汲取りから洋式水
洗となり、見学者の利便性が高まった。　森町教育委員会

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・町内外一般対象

・日時　　平日　9時～16時開館　

452

R２ R３ 事
業
名

事
務
名

4 決算額 314 334 288 330 581

5 　町内の遺跡出土品等を一般公開し、縄文文化や町の歴史・文化にふれ、理解を深める
場となることを目的とする。特に現地が未整備であり、非公開である国指定史跡鷲ノ木遺跡
についての情報を提供しており、郷土学習やまちづくり、観光等の機会に活用してもらう。

年度 H２９ H３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 2 20 △ 46 42 251

需要費

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑨

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　３時間目（10時15分～）・４時間目（11時05分～）

・人　数　　53名

○森町の遺跡

○縄文時代と当時の暮らし

○鷲ノ木遺跡と世界遺産を目指す「北海道・北東北の縄文遺跡群」

○縄文人が作り、使った道具を触って、見てみよう

（１回　45分程度）

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

・より多くの学校・学年で実施できるよう、周知や
　内容、体制等を検討していく必要がある。
・時間的にも内容的にも適当だった。
・本物の文化財（今回は土器や石器）に触れて
　いる時に、多くの感想や質問が見受けられる。

・今後も多くの学年・学校で実施し、児童・生徒の良き郷土学習の機会として継続してください。

総体 1 2 3 ④ 5 ・町内にとどまらず教育局に働きかける等して広域に実施できればいい。町内で学芸員を生み出すような取組を、5年・10年の計画で実施するといい。

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・60年前の大火や２万人以上の人口、小中学校の多さを話すと驚いていましたので、縄文だけでなく明治から戦後、昭和の歴史も取り上げるべき。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・本事業の取組は大変重要であり、賞賛すべきもの。今後も継続して取り組んでほしい。

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5 ・子どもたちが実際に遺物にふれたり話を聞いて、遺跡への興味をふくらませ見学してくれることを期待します。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

H２６年度

事業完了(予定)年度

出前授業状況

・7月27日に『北海道・北東北の縄文遺跡群』が世界文化遺産に登録され、鷲ノ木遺跡は世界文化遺産ではないが『遺跡群』に関連する遺跡となった。

【事務事業の写真等】 〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

5

総体 1 2 ③ 4 5

出
前
授
業

③ 4 5

金額 目的達成度 1 2 ③ 4

名称 財政面 1 2

5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 3 ④ 5

③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 3 ④・内　容

要検討 妥当 良好 的確

計 0 準備等 1 2

要改善

・実施日　　令和３年６月22日(火)　森小学校６年生

- -

・各自が所持しているタブレットを有効に活用し、
「縄文遺跡群」のHP等を積極的に調べている様子
が見られた。

　森町教育委員会

・町内小学校（高学年）～中学校対象

H３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 - - -

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑩

決　算　額　の　状　況

R２ R３ 事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

　小・中学校に文化財等を持ち込み、わかりやすく紹介し、興味・関心を惹きたてることを目
的とする。　町内文化財（遺跡から出土した土器や石器等）に実際に触れてもらうことや、写
真・説明パネル等を使った説明等を通じて、町の歴史や文化財に興味を持つきっかけとす
る。

年度 H２９
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

7 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

8

10 ③事業内容及び対象者等

11

12

13 ○記念講演会 ☆　事業評価(自己評価）

17 　・講師及び題目　　TEAM　NACS　森崎　博之　氏　「生きることは食べること」 ☆　点数による評価

　・日時及び場所　　令和３年11月５日（金）19:00～20:00　森町公民館２階講堂

　・来場者　　215人

○パネル展

○記念碑除幕式

　・日時と場所　令和３年10月13日（水）10:00～10:30　オニウシ公園（道の駅YOU・遊・もり　横）

　・参加者　一般社団法人 日本冷凍食品協会会長、北海道森町長 他15名 ☆コメントによる評価

○PR資料

　・森町指定文化財冷凍機械パンフレット　4,000部

　・日本冷凍食品事業発祥100周年記念誌　800部

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

※　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、当初予定の関係者対象の記念式典・祝賀
会と、一般向けの冷凍機械見学会を中止した。また一般向けの記念碑除幕式は関係者対
象とし、記念講演会は人数制限を行い、パネル展は各会場利用者向けとして実施した。

・森町の誇るべき歴史であり、記念碑は目に見える記録であります。今後は森町の歴史の価値や魅力の一つとして観光に役立てると良いと思います。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・日本の「初めての物語」としての出来事ですので、ぜひいろいろな場面で話題として取り上げてください。特にTV局等で取り上げてもらえればと思います。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・コロナ禍で事業規模の縮小になりましたが、町内外に周知できたと思います。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・コロナ感染拡大のなかでの行事で運営は大変だったと思います。パンフレットや記念講演もよかったです。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・町をあげてもっとPRしてもいいと思います。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

R3年度
・本事業は、昨年度に１００周年記念事業として実施予定であったが、新型コロナウィルス感染拡大防止のために全ての内容を中止した。
・一般社団法人　日本冷凍食品協会が日本冷凍食品事業開始100周年として、昨年度から報道機関等へのPRを行っており、テレビ番組や雑誌等
で周知されており、令和３年度にパンフレットやDVDを刊行している。

事業完了(予定)年度

記念碑除幕式
R3年度

金額 ８４０，０００円

【事務事業の写真等】 ・規模の大きな記念事業であり、途中新型コ
ロナウィルスの影響も見られたが、関係者に
よる様々な協力により、一定のPRがなされた
と考えられる。
・この事業を契機に冷凍機械に係る価値や
内容を再確認できたため、今後のPRにも活
かしていく。

〔事業の方向性〕

単年

〔予算の方向性〕

日
本
冷
凍
食
品
事
業
発
祥
1
0
0
周
年

記
念
事
業

旅費 496 ・冷凍機械創業者の出身地山口県小郡でも、地
域住民が中心となり冷凍食品100周年等の成果を
まとめている。

需用費 1,480

4 5

名称 いきいきふるさと推進事業助成金 総体 1 2 3 ④ 5

金額 ６００，０００円 目的達成度 1 2 ③

名称 地域づくり総合交付金 財政面 1 2 3 ④ 5

2 ③　・日時及び場所　　令和３年８月２日～15日(森町公民館)、８月16日～30日(砂原公民館)、

　　　　　　　　　　        10月2日～11月30日（道の駅･YOU･遊･もり　２階）

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 3 ④ 5

4 5

妥当 良好 的確

計 9,017 準備等 1 2 3 ④

要改善 要検討

5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1

480

使用料及び賃借料 970

工事請負費 1,250

90

委託料 4,251

役務費

　日本初の冷凍食品事業が始まり、令和２年度に100年を迎えた。事業の端緒となった冷凍機
械は町指定文化財第２号（昭和４８年指定）として現地保存されており、冷凍食品事業発祥100
年を契機に町内外にＰＲすることにより、価値や魅力を高めることを目的とし、これにより地域の
活性化を図る。

森町教育委員会

　　町民対象に記念講演会、町内外一般対象にパネル展を開催し、関係者による記念碑除幕
式を実施した。PR資料として記念誌・パンフレットを刊行した。

報償費

事
業
名

事
務
名

4 決算額 4,478

5 年度 R３

節 金額(千円） 前年対比 4,478

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑪

10 決　算　額　の　状　況
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 家庭学習支援事業 継続 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0

2
公民館講座　Ⅱ
（子ども学級、成人講座）

継続 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0

3
公民館講座　Ⅰ
（ｵﾆｳｼ学園、女性学級、母親学級）

継続 - - - - - - - - - - - -
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大により開
催「中止」を決定。評価なし。

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《森町公民館》

事業
番号

事務・事業名

今後
の

事業
の

方向

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 　①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

　②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

　③事業内容及び対象者等 ☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・コロナ禍における不要不急の外出自粛によるステイホームを念頭に、情報発信による「新たな気づきと意欲の向上」について協議を行い、多種多様
な情報を発信することができました。 Ｒ２年度

事業完了(予定)年度

「学びのインフォメーション」広報チラシ

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

4 5

金額

【事務事業の写真等】 ・情報分野を区分し、自宅でできる簡単な運
動や冷凍食品のアレンジレシピなど学習から
離れた情報配信を盛り込むことにより、ステイ
ホーム中の不安な生活環境に、「家庭内交流
の機会」を提供することの重要性を感じまし
た。

名称 総体 1 2 ③

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

計 0 事業内容 1 2

5

要改善 要検討

運営面 1 2 ③ 4 5

妥当 良好 的確

家
庭
学
習
支
援
事
業

これまでの事業後アンケートを活用した情報選定
を実施したことにより、ニーズを捉えた家庭学習支
援が図られたものと捉える。

準備等 1 2 3 ④

節 金額(千円） 前年対比 - -

　コロナ禍における夏季休業中の学習や運動・趣味に対する意欲の向上を図り、併せて家
庭内交流の促進を図ることができるよう、情報提供による家庭学習の支援を目的とする。

年度 Ｒ２ Ｒ３

・いまひとつ浸透していなかったように思います。

・小中学校生徒に配付してからの保護者を含めた反響が知りたい。

・コロナ禍における情報発信に期待します。

・コロナ禍における情報発信として意義あるものと思います。

・

・

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　➀

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - -

○事業内容
　森町史跡や北海道・北東北の縄文遺跡群、環境学習特設サイトのほか造幣局や札幌市スポー
ツ協会のホームページで紹介される「学習・運動・自由研究・趣味」に関する情報を家庭内で閲
覧できるよう、各サイトQRコードを貼付した情報提供紙「学びのインフォメーション」を発行し配布
する。

○提供開始
　 令和３年７月１５日

○対象者
　 町内小学校、中学校の全校生徒（延930名）及びその保護者
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

10

③事業内容及び対象者等

1 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

2

☆コメントによる評価

3

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会

「健康リフレッシュ教室」　・・・申込み者少数のため「開催中止」を決定。

・日　　　時：第１回／令和３年７月１６日（金）午後１時３０分～午後３時００分
　　　　　　　  第２回／令和３年７月３０日（金）午後１時３０分～午後３時００分
・参加対象：町内在住者　【定員２０名】
・内　　  容：運動不足の解消を目的とした、家庭でできる軽運動を実施する。

「押し花教室」　・・・参加料３００円（材料費）

・日　　　時：令和３年１０月１５日（金）午後６時３０分～午後８時００分
・参加対象：町内在住者　【定員２０名】
・参加人数：７名
・内　　  容：趣味作りやおうち時間の一助を目的とし、小物作りを実施する。

「キャンドル教室」　・・・参加料１，０５０円（材料費、保険料）

・近隣市町の新型コロナウイルス感染症感染状況に注視し、開催中止・延期など柔軟に対応することができました。

2

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

「押し花教室」

・定員縮小や三密回避など、新型コロナウイルス感染症感染防止対策を施し、実施することができました。

・幼児から高齢者まで幅広い参加があり、活発な異世代交流が見られました。

【事務事業の写真等】 ・コロナ禍の活動自粛傾向を強く感じる。
・参加者から「楽しかった」「また実施してほし
い」との声が多く寄せられております。
・親子で参加できる講座の企画・運営により、
子ども達の自由な発想や交流を楽しむ機会
を提供することができました。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

2 ③ 4 5

金額

名称 総体 1

　
公
民
館
講
座
Ⅱ

　
　
１
健
康
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
教
室
※
中
止

　
　
２
押
し
花
教
室

　
　
３
キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

需用費 （消耗品費） 44

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

計 149 事業内容 1 2

各種講座において、参加者の友好関係に広
がりを持つ事が出来る。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 ③ 4 5

森町教育委員会

事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　②

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 26 45 50 0 15

5 年度 H２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円）

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館

5 △ 50 15

報償費 105

Ｒ２ Ｒ３

前年対比 1 19

多種多様な講座を開設し、町民が生涯学習に興味・関心を持つこと、また、コロナ禍において心
身共に健康で潤いのある生活が送れるよう生涯学習やコミュニケーションの場の提供を目的とし
実施する。

・幅広い参加があり、良かったと思います。

・もっと周知をしてほしい。

・コロナ感染拡大が終息し、定員を超える参加者が得られ講座のねらい・成果がより高くなることを期待します。

・事業が実施され、参加者の目的達成度は良好でした。

・事業内容を変更しての実施は良いと思います。

・異世代交流は今後も大切にして行うべきと考え、多種多様な講座の開催を望みます。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

③ 4 5

3 ④ 5

1

・日　　　時：令和３年１１月１０日（水）午後６時３０分～午後８時００分
・参加対象：町内在住者　【定員２０名】
・参加人数：１８名
・内　　  容：キャンドル作りを通して日々の生活に彩りと癒しを与え、作る楽しさを感じてもらうこと
                  を目的として実施する。
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 実年大学 継続 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

2 夏休み子ども工作展 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0

3 青森県外ヶ浜町交流事業 継続 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0

4 どろんこ塾 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

5 子どものひろば 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0

6 モデルロケット教室 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

7 書き初め席書大会 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

8 子ども体験フェスティバル 継続 - - - - - - - - - - - -
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止対策に
よる開催「中止」を決定。評価なし。

9 ふれあい運動会 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

10 あったかさわらパークゴルフ大会 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

11 あったかさわら道南パークゴルフ大会 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《生涯学習課》

事業
番号

事務・事業名

今後
の

事業
の

方向

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

 

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－①

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 84 103 98 72 74

5 　健康づくり、生きがいづくりの支援として多種多様な学習の場を提供し、グループ活動を通
じて他者との交流を図りながらいくつになっても学ぶことの楽しさや必要性を伝えることを目
的とする。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 △ 37 19 △ 5 △ 26 2

報償費

妥当 良好 的確

5

計

80

R２ R３

森町教育委員会

需用費(消耗品費） 55 毎回、参加者が熱心に取り組む姿勢が見ら
れた。講師の方でも参加者が体験しやすい
内容を工夫していた。

135 ・今年度登録者数：４４名 事業内容 1 2 3 ④ 5

・対象者　 ：砂原地区在住の高齢者 運営面 1 2 ③ 4

名称

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 ・事業期間：７月～１２月　計６回 財政面 1 2

継続
工作教室２

12月9日 19

10

人数事業内容 4 5

23

総体 1 2 ③

実
年
大
学準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討

〔事業の方向性〕５月

9月 新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

継続

〔予算の方向性〕

月日 事業内容 人数

11月19日 体操教室２ 18

月日

23

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

６月 10月15日

体操教室３、１年を振り返る

10

参加者の意見を取り入れながら事業内容の
充実を図り今後につなげていきたい。

【事務事業の写真等】
新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

新型コロナウイルス感染症予防対策のため延期
体操教室１

10月13日

金額

8月25日

7月28日 工作教室１ 24

４月

7月1日 木育講話

5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・楽しいと思って過ごせる事は大切だと思います。

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

事業開始年度

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

Ｓ５６年度

事業完了(予定)年度

体操教室

運営面 1 2 ③ 4
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－②

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 43 36 38 46 43

5 　子供達に手作りの楽しさと意義を理解させるとともに創意工夫の精神を養い健全な育成を
図る。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 0 △ 7 2 8 △ 3

報償費

計

45

R２ R３

森町教育委員会

4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

47 事業内容 1 2 4 5

材料は身の回りにあるもの、不要になった日用品、自然のもの（プラモデル類は除く）とし、
日常生活、学習、遊び（趣味等）に関するものの製作とする。

・対象者　 ：町内の小学生
・申込者数：１１８名
・参加校　 ：森、尾白内、鷲ノ木、駒ヶ岳、さわら　計５校
・部門　　　：低学年の部（１・２年生）、中学年の部（３・４年生）、高学年の部（５・６年生）
・賞　　 　　：部門ごとに最優秀賞１名、優秀賞１名、佳作５名
・審査会　 ：令和３年８月３１日（火）
・展示期間：新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止
・表彰式　 ：令和３年１０月４日（月）

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

5

③

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

名称 総体 1 2 ③

夏
休
み
子
ど
も
工
作
展

需用費（消耗品費） 2 自分でアイディアを出し、物作りの楽しさを
知ってもらう。

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2

準備等 1 2 ③

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

金額

【事務事業の写真等】 昨年度より多数の出品があり、参加意欲の向
上が見られる。今後も子供たちが進んで参加
できる場を提供していきたい。

3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

③

事業開始年度

・平成３０年度より社会教育課から生涯学習課へ事務移管されました。
・審査員は教育委員、社会教育委員長、森小学校長、さわら小学校長、社会教育課長の５名としました。

事業完了(予定)年度

表彰式（各部門最優秀者）

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 3 ④ 5 ・色々様々なアイディアを考えている時から楽しいでしょうね。すばらしいです。

 

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－③

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 - - - 0 220

5 　友好町である北海道森町と青森県外ヶ浜町が友好を深めるため、青森県外ヶ浜町交流事
業（文化交流）を実施することを目的とする。
  森町と友好町がお互いの町を行き来する事で、町の文化（伝統芸能）を知る事や町の魅力
を再発見し、親睦を深めることが出来る。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 - - - - 220

負担金補助及び交付金

計

220

R２ R３

青森県外ヶ浜町交流事業実行委員会

4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

220 事業内容 1 2 ③ 4 5

・対象者団体：森町文化協会加盟団体（砂原権現太鼓保存会）
・事業期間   ：令和３年１２月～令和４年３月
・事業内容   ：両町にて発表団体演奏を撮影し記録媒体を作成した上で、両町で媒体交換
                    を行う交流事業の実施を行うこととなりました。

運営面 1 2 ③ 4

④

4

5

5

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

名称 総体 1 2 ③

青
森
県
外
ヶ
浜
町
交
流
事
業

　文化交流を実施する事で、両町の伝統芸
能を知る事が出来た。

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2

準備等 1 2 ③

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

金額

【事務事業の写真等】 今後、各町でのイベント等にて披露する事が
可能となった。

③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3

事業開始年度

・本来令和２年度から２ヵ年で郷土芸能団体が各町イベントに出向き、舞台発表を行い、両町での文化的親睦が図られることを予定していましたが、昨
今の新型コロナウイルス感染症の影響のため、令和２～３年度の各町イベント中止により、事業の延期・中止を余儀なくされておりました。実施延期が
続いたため、外ヶ浜町と「人流を発生させることなく、何か出来ないか」協議の上、実施しました。

Ｒ２年度

事業完了(予定)年度

DVD撮影の様子

・概ね良好な内容だと思います。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

　

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－④

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 132 152 129 0 74

5 　物づくりや絵画等の体験学習を通じて、子どもの思考力、表現力、集団行動力の向上を目
的とする。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 5 20 △ 23 △ 129 74

報償費 105

R２ R３

森町教育委員会 ど
ろ
ん
こ
塾

需用費(消耗品費） 55 　様々な体験を通して物事に取り組む意欲が
高まった。他学年や他校の子どもの交流が深
まった。

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

運営面 1 2 ③ 4

4

4

月日 事業内容

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

・対象者　　　：町内在住の小学生
・申込児童数：６名
・事業期間　 ：７月～１１月　計６回国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

計 160 事業内容 1 2 ③ 4 5

5

金額

③

【事務事業の写真等】 9月 新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

名称 総体 1 2

人数

5月

月日 事業内容 人数
新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

〔予算の方向性〕7月17日 陶芸教室（お皿作り） 6 11月20日 童話教室（宮沢賢治の幻灯会） 2

継続
8月21日 陶芸教室（ｺｰﾋｰｶｯﾌﾟ作り）

参加者にアンケートを実施して１年を振り返っ
てもらい、次年度への参考としている。

〔事業の方向性〕

継続
10月16日 絵画教室（絵本の模写） 56月

5

7月3日

新型コロナウイルス感染症予防対策のため延期

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ６年度

事業完了(予定)年度

陶芸教室

事業内容 1 2 ③ 4 5

・概ね良好な内容だと思います。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

絵画教室（風景画） 5 11月6日 工作教室（ｼｰｸﾞﾗｽの小物入れ） 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

　

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

標識カード遊び、ストローコースター作り

英語カード遊び、スポンジアート

事
業
名

事
務
名

2 決算額 39 42 42 28 34

5 　読み聞かせを通して本と触れ合う機会を提供し、興味を持ってもらう。また、他学年の子ど
もとの交流を通じて協調性や思考力を養うことを目的とする。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 7 3 0 △ 14 6

報償費

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑤

10 決　算　額　の　状　況

35

R２ R３

森町教育委員会

子
ど
も
の
ひ
ろ
ば

需用費(消耗品費） 14 本離れが進む中、本とふれあう機会をつくり、
絵本等の読み聞かせをすることによって子ど
もたちの本への関心が高まる。

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

計 49 事業内容 1 2 ③ 4 5

さわら幼稚園及びさわら小学校にチラシを配布して周知し、自由参加としている。
毎回講師が選んだ本２～３冊の読み聞かせの外、カード遊びや簡単な工作を行っている。

・対象者   ：砂原地区在住の幼稚園児及び小学生
・参加人数：延べ３３名
・事業期間：６月～１２月　計５回

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

金額

【事務事業の写真等】 月日 事業内容 人数 月日 事業内容 人数

名称 総体 1 2 ③

〔予算の方向性〕

9月 新型コロナウイルス感染症予防対策のため中止

継続

自由参加のため参加人数の把握が難しい
が、昨年度より参加者が増えたのが良かっ
た。

〔事業の方向性〕

5月 10月9日 折り紙であおむし作り 2
継続

11月20日 標識カード遊び、ステンドグラス風アート作り 12

7月10日 12月18日 反対語カード遊び、牛乳パックでおもちゃ作り

6月26日

6

6

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ１１年度

事業完了(予定)年度

工作の様子

7

・読み聞かせは続けてほしい事業です。

・内容によって、参加人数のバラ付きがある様なので、参加人数の少ないものは多い内容のものを参考に改善して行うといいと思います。

④ 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3  

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑥

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 43 33 30 0 28

5 　モデルロケットを自主製作することにより、物づくりの楽しさや科学に対する興味を深めても
らうことを目的とする。
　また、指導講師からの講習を受けることにより、モデルロケット従事者第４級ライセンス取得
の資格が与えられる。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 14 △ 10 △ 3 △ 30 28

報償費 5

R２ R３

森町教育委員会

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室

需用費(消耗品費） 45 　少量の火薬で上空に飛び上がるロケットに
興味を示す子どもが多かった。

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

計 50 事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4

4

〔予算の方向性〕

継続

自分でロケットを製作する楽しさや科学のす
ばらしさを体験させることができた。

〔事業の方向性〕

継続

【事務事業の写真等】

4 5

金額

名称 総体 1 2 ③

・対象者      ：町内在住の小学生～中学生
・参加人数   ：９名
・事業実施日：令和３年７月３０日（金）
・実施場所 　：さわやかセンター・砂原及びさわやかパーク
・講師　　　　 ：町内在住の日本モデルロケット協会第３級指導講師

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ１９年度

事業完了(予定)年度

打ち上げの様子

・概ね良好な内容だと思います。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑦

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 69 63 74 59 73

5 　町内に住む小中学生を対象に、「書き初め」を通して日本の伝統文化に触れてもらうと共
に学習と交流の場を提供することを目的とする。事業の運営や審査については有識者等の
協力を得ている。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 △ 9 △ 6 11 △ 15 14

報償費

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

124

R２ R３

森町教育委員会

子供達が経験する機会が少ない「書き初め」
に挑戦できる場であり、日本の伝統文化に触
れるよい機会となった。

③

2 ③ 4 5

・対象者　　　：町内の小中学生
・申込者数　 ：４８名　　・参加者数：４７名
・参加校　　　：小学校…森、尾白内、鷲ノ木、駒ヶ岳、さわら　計５校
                    中学校…森　　　　　　　　  　　 　　　　 　 　　　　 計１校
・後援団体　 ：森町文化協会
・事業実施日：令和４年１月１２日（水）　審査会：令和４年１月１３日（木）
・表彰式　　　：令和４年１月１８日（火）
・作品展示　 ：森町公民館1/14～18、砂原公民館1/24～27

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

5

5

事業内容 1

【事務事業の写真等】 昨年度よりも参加者が増えたので、周知方法
等を検討し参加者増につなげたい。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

名称 総体 1 2 ③

書
き
初
め
席
書
大
会

需用費（消耗品費） 30

準備等 1 2

金額

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計 154

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・平成３０年度より社会教育課から生涯学習課へ事務移管されました。
・審査員は書道経験者、森町文化協会長、森町校長会長の３名としました。
・コンピュータの普及により字を書くことや書道に触れる機会が少なく、参加者数が減少・固定化している。また、講師となる人材が不足していることから
事業実施について検討が必要。

Ｈ１７年度

事業完了(予定)年度

大会受賞者

・日本の文化は大切だと思います。

・例年通りで良いと思われますが、冬休み中の開催なので送迎の関係上、平日参加出来ない子もいるかもしれないので、日曜などの休日に開催

できれば参加者が増えるのでは。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 図書館資料の整備事業 継続 3 4 3 3 3 3 3 4 4 3 3 3

2 移動図書配本事業 継続 4 3 3 4 3 3 4 3 3 4 3 3

3 子ども読書の日事業 継続 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

4 ブックスタート事業 継続 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 図書館まつり事業 継続 4 3 3 4 3 3 4 3 3 4 3 3

6 出張おはなし会事業 継続 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《図書館》

事業
番号

事務・事業名

今後
の

事業
の

方向

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費  ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

10 ☆指標で表せない効果等

17

 ②事業主体

　森町教育委員会

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

④令和３年度の図書資料購入状況

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

　　

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－①

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

3 決算額 4,252 4,266 4,327 4,335 3,712

5 良質な図書資料、書籍（図書、雑誌、新聞、郷土資料等）を購入、町民に広く貸出しすることによ
り、社会教育、家庭教育における学習機会の充実を図ります。
このことにより、心豊かな情操を養い、学び、うるおいのあるまちづくりに寄与することを目的としま
す。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円） 前年対比 △ 17 14 61 8 △ 623

需用費（消耗品費） 659

Ｒ２ Ｒ３

《 有 の 場 合 》 目的達成度

備品購入費 3,080 個人利用はもとより、移動図書配本、ブックス
タート、総合的学習などのさまざまな事業等
にも有機的に活用されている。

4 5

一般向け図書・資料、児童向け図書・資料及び地域資料など各種資料の選定、購入及び収集
並びに寄贈図書の受入をし利用者に提供しています。対象は乳幼児から高齢者までとなってい
ます。
利用者のリクエストに応じるために、北海道立図書館をはじめ他の図書館との図書の相互貸借を
行なっています。
また、森町ホームページの「図書館」に図書館情報を掲載するとともに、毎月広報もりまちに「図
書館からのお知らせ」の掲載や、幼稚園・保育所（園）・学校及び公共施設等を対象とした「今月
の本棚」の毎月発行。の掲示・配付等のお知らせを行うとともに、幼稚園、保育所（園）、小学校
各児童を対象とした「図書館だより」の配布など、情報発信も行っています。

要改善 要検討 妥当 良好

運営面

4 5国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

1 2 3

計 3,739 事業内容 1 2 ③

金額

【事務事業の写真等】

「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 ③

〔事業の方向性〕

継続
令和3年度（令和4年3月31日現在）
 ・ 図書購入費  3,080千円  （1,741冊　うち児童書638冊）
 ・ 雑誌購入費 　 424千円  （41誌　道新縮刷版DVD含む ）
 ・ 新聞購入費　　208千円  （5紙、道新・朝夕刊、読売朝刊、毎日朝刊、朝日朝刊、函新 ）

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

図
書
館
資
料
の
整
備
事
業

的確

準備等 1 2 ③ 4 5

1 2 ③ 4 5

④ 5

＊令和3年度備品購入費予算　3,663→3,080千円　（図書館規模に合わせた冊数購入のため）
＊令和4年3月末　蔵書数 48,885冊（内 児童書：15,598冊）　CD 175枚 S46(旧森町)

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・コロナ禍の中、大変な苦労をされて図書館事業を推進されていることに感謝する。評価すること自体、妥当か否か疑問を感じつつ、記入点検した。

財政面 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1

事業内容 1 2 ③

準備等 1 2 ③ 4 5

2 ③ 4

4 5

・町の規模から考えて、まあ妥当な予算づけがなされているとは思うが、幼保・学校を除く一般町民の希望・要望はどの程度なされているのか、いま

一度点検する必要があるのではないか。

・概ねよかったと思う。来年も継続していけることを願う。

・令和3年度予算が減額されたのは残念だが、新刊コーナーが充実しているとの感想を持っており、司書職員の選書眼に敬意を表する。

・個人的なリクエストに応えていただくことも多く、感謝するともに周囲の友人たちにも勧めるようにしている。

総体 1 2 ③ 4 5

5

運営面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－②

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -森町図書館から１㎞以上離れた地域に移動図書配本所を設置することで、
図書館へ直接足を運ぶことが難しい町民の方々にも気軽に本を読んでいただけるよう、
図書館利用の公平を図り読書の機会を確保しょうとするものです。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

計 事業内容 1

R２ Ｒ３

　森町教育委員会

　移動図書配本所は、図書館事業を紹介す
る広報活動の機能も担っている。

2 ③

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3

 町内遠隔地の12か所に毎月１回（2・3月分は一括）配本し、年当たり配本冊数は7,200冊と
なっており、 乳幼児から高齢者までの町民を対象としています。
今後は、乳幼児から小学生までの子どもがかかわる施設を中心に展開していく予定です。

運営面 1 2 ③ 4 5

4 5

④ 5

金額

【事務事業の写真等】

「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 ③

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

廃止

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

移
動
図
書
配
本
事
業

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5準備等 1 2 3 ④

配本所の内訳（令和3年度）
　・小学校：5　・幼稚園・保育所：4　・公共施設：3　　計12
　
＊平成21年度より報償費の支給なし

S46(旧森町)

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・森町の場合、図書館の周辺以外、町のほとんどが利用に適さないと考えたほうがよいと思う。現事業では漏れていく中高年層が出てくると考えられる。

運営面 1 2 ③ 4 5 幼～小の子どもたちは他事業で救われるが、高齢で車を運転できない人たちの読書好きな層を増やしながら、貸出方法の簡便化（例・定期的な読書

準備等 1 2 3 ④ 5

車両の運行など）をいずれ考えていくべき。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・なかなか図書館に足を運べない方々が図書館の蔵書を手にするチャンスなので、より充実した事業内容になることを期待する。

事業内容 1 2 ③ 4 5

・子どもだけでなく幅広い年齢に応じることができるような配本所を開拓できれば。

総体 1 2 ③ 4 5 ・概ね良好だと思う。

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -   すべての子どもがあらゆる機会と場所において自主的な読書活動ができるよう、良書の購
入ならびに図書館相互貸借制度を利用するなどして、より幅広い分野における図書を用意
し、適切な内容紹介をしながら子供達の自主性により好きな本が選択できるよう環境を整備
し、さらなる読書活動の推進を図ることを目的とします。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ R１

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－③

決　算　額　の　状　況

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

R２ Ｒ３

　森町教育委員会

年度当初時において、乳幼児から高校生まで
を対象に図書館に親しんでもらうとともに、足を
運んでもらうためのきっかけづくりに寄与してい
る。

③ 4 5　 子ども読書の日（4月23日）及び子どもの読書週間（4月23日～5月12日）を前に、子どもた
ちに図書館へ足を運んでもらうために、所蔵する大型絵本、ヤングアダルトコーナー、赤
ちゃん絵本、総合的学習に関する所蔵資料をもとに「森町図書館からのお知らせ」を作成・
配布して読書啓発を図っています。
   乳幼児から高校生までを対象としています。

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

5

5

事業内容 1

「指標で表せない効果等」と同様

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

廃止

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

名称 総体 1 2 ③

子
ど
も
読
書
の
日
事
業③

2

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・大型絵本、ヤングアダルトコーナー、総合的学習に関する所蔵資料等のリストを作成（経常経費消耗品費で対応）のうえ配布
・「図書館からのお知らせ」は、平成22年度以降自主作成（予算計上なし） H13（旧森町）

事業完了(予定)年度

準備等 1 2

金額

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計

【事務事業の写真等】

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5 ・概ね良好だと思う。

・場所の制約はあると思うが、絵本や児童書はもう少しゆったりと展示できるとよいと思う。（表紙が見えると手に取りやすい）

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

10 ☆指標で表せない効果等

☆　事業評価(自己評価）

②事業主体 ☆　点数による評価

森町教育委員会

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 <令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－④

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

3 決算額 33 20 28 51

5 年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円） 前年対比 △1 △13 8 113 △ 90

需用費（消耗品費） 71

要改善 要検討 妥当 良好

　 赤ちゃんと保護者が絵本を介した心ふれあうひとときを持つことで、親子のきずなを育み、
赤ちゃんの健やかな成長を図ることを目的としています。また、保健センターと連携、協力し
保護者の方の育児を応援することで子育てに優しいまちづくりを目指す事業であり、当初は
6ヶ月健診時に実施していましたが、平成25年度より受診者の多い3ヶ月健診時となっていま
す。
　 令和3年度の実績は、年間１0回（新型コロナウイルス感染症拡大のため6月、9月は中
止）、合計57組の親子に読み聞かせの大切さを個々面談により説明し、親子の家庭での読
み聞かせ習慣の定着を図るとともに、保護者に図書館には育児に関する蔵書があることを認
知してもらうことで、これまで図書館の利用経験のなかった保護者の方もコットンバッグを手
に来館する姿を見かけることも多くなり、図書館利用促進にも役立っています。

Ｒ２

141

運営面 1 2 3 ④ 5

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

5
《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

④ 5
国道補助金の有無 有　・　無

　保健センターが実施する3ヶ月健診（相談事業）の際に、絵本の読み聞かせの大切さを説
明しながら、布製バッグに入った絵本2冊、赤ちゃん絵本リスト、図書館利用案内等を手渡し
図書館の利用促進を図っています。
　町内在住の3ヶ月児をもつ保護者が対象となっています。
・購入冊数　60冊（30人分）  ～不足分補充～

財政面 1 2 3 ④

計 71 事業内容 1 2 3

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

④ 5
金額

【事務事業の写真等】

「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 3

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

保健センターと図書館との連携による子育て
支援事業の推進に効果的であり、また図書館
の利用促進にも大きな役割を担っている。

準備等 1 2 3 ④ 5 ・令和2年度の決算額が突出しているのはなぜか。（→在庫ストックがなくなり、必要な人数分の購入が必要となったため）

ブックスタート事業を行っている道内市町村は、事業に準ずる内容のものも含め173市町村となっています。森町として重要かつ効果的な施策との認
識を持って、旧森町における平成16年度より継続しています。その効果を数値に表すことは難しいところですが、まちの将来を担う大切な子どもたちの
心を育むとともに保護者の育児に関する情報提供の契機となる重要な事業であることから、今後も継続していきたいと考えています。

H16（旧森町）

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確 ・非常に大事な事業。今後も継続してほしい。

事業内容 1 2 3 ④ 5 ・概ね良好だと思う。来年も継続することを願う。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・次年度に繰り越す絵本もあると思うが、兄弟姉妹に同じ絵本とならないよう配慮をお願いしたい。

総体 1 2 3 ④ 5

・試みとしてはとてもよいと思う。

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

11 ☆指標で表せない効果等

12

②事業主体 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和２年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－⑤

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

3 決算額 3 3 5 ー 1

5 　屋内外で大人と子どもがともに読書に親しむ機会を設けるため、「図書館まつり」と銘打っ
て、乳幼児から高齢者までを対象に「本の交換市」「あそびの広場」などのコーナーを開設し
て、これらの体験を通じ図書館を身近に感じてもらい、子どもから大人までともに行事を運営
し、あるいは利用者として参加するなかで読書に親しむ機会を設け、特に人間形成に重要
な時期の子どもたちの読書意欲を啓発するとともに、多くの町民に一層の読書習慣を身に
付けてもらうことを目的に実施しています。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円） 前年対比 △3 0 2 △5 0

需用費（消耗品費） 3

Ｒ２ Ｒ３

役務費（保険料） 2 新型コロナウイルス感染拡大時において、利
用者に図書館へ足を運んでもらうきっかけづ
くりにつながるものである。

計 5 事業内容 1 2 ③ 4 5

森町教育委員会

要改善 要検討 妥当 良好

運営面

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3

金額

【事務事業の写真等】

名称 新型コロナウイルス感染が拡大した影響で令和2年度は感染防止のため中止となりました
が、令和3年度は開催可能な「工作キッドの贈呈」と「本の交換市」の2行事のみ実施、分割
する形で開催しました。 （図書館職員以外のボランティアなし）
①工作キッドの贈呈（30人分）　おはなし会（令和3年8月7日）参加もしくは貸出を受けた小
学校低学年以下の子どもを対象　射的セット（わりばし鉄砲と的）
②本の交換市（令和3年10月23日～緊急事態宣言発令のため8月28日より延期）
地域活性化施設内で実施、本を提供した利用者を対象　当日参加25人

総体 1 2

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

③ 4 5

図
書
館
ま
つ
り
事
業

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

④ 5

1 2 ③ 4 5

新型コロナウイルス感染拡大のため例年どおりでの開催は困難、開催可能な「工作キッドの贈呈」と「本の交換市」の2行事を分割日程で開催
H17

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・コロナウイルス感染拡大のため、内容を縮小せざるを得なかったのは残念に思う。来年度に向けて開催可能な内容を他市町村の例などを参考にして

運営面 1 2 ③ 4 5 今から考えておく必要があると思う。

準備等 1 2 3 ④ 5

・日程の分割や参加人数の制限、会場を考慮するなど、感染対策しながらの実施、お疲れさまでした。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・工作キッドを配布したことも、感染対策のうえでよかったと思う。

事業内容 1 2 ③ 4 5

・図書館まつりを楽しみにしている子がいる。

・コロナ禍で十分な活動ができない中、開催にこぎつけてよかったと思う。

総体 1 2 ③ 4 5 ・感染防止のため中止もある中、準備等が大変だったと思う。来年も継続されることを願いたい。

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

8 ☆指標で表せない効果等

②事業主体 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和２年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－⑥

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ２ Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

3 決算額 20 20 20 ー 5

5 「第３次森町子どもの読書推進計画」に基づき、「絵本の読み聞かせ教室」、「出張おはなし
会」を児童施設等で実施し、子どもの読書の促進につなげていくとともに、保護者への啓発
につなげていくことを目的とするものです。

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円） 前年対比 0

準備等 1 2 ③ 4

20

森町教育委員会 要改善 要検討 妥当 良好

0 0 △ 20 5

国道補助金の有無 有　・　無 新型コロナウイルス感染防止のため令和2年度は中止となりましたが、令和3年度は「出張お
はなし会」を1か所で実施しました。
令和3年11月19日（金）　　森幼稚園（「読み聞かせ教室」の代替として）
演者：読み聞かせサークル「もりのそら」（森町）　　参加者：39名

財政面 1 2 ③

計 20 ③事業内容及び対象者等 事業内容 1 2

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 5

報償費

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

出
張
お
は
な
し
会
事
業

幼稚園・学校などを対象に実施しており、参
加人数だけで効果を表すことは難しい。

③ 4 5
4 5
4

運営面 1 2 ③ 4 5

的確

5

金額

【事務事業の写真等】

「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 ③

・新型コロナウイルス感染拡大した影響により「絵本の読み聞かせ教室」が実施困難のため、「出張おはなし会」に変更して実施
（他の学校等については、実施困難） H22

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・「読み聞かせ教室」が再開されたら、いつも同じ講師（グループ）とならないよう考慮があればと思う。

運営面 1 2 ③ 4 5 ・とてもよい内容なので、継続してほしい。

準備等 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 自主スポーツ活動の推進事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

2 スポーツ少年団育成事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

3 教対協社教部健康を作る活動班事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

4 体育協会補助事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

5 学校開放事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

6 各種スポーツ教室 継続 - - - - - - - - - - - -
新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染拡大防止対策に
よる開催「中止」を決定。評価なし。

7 青森県外ヶ浜町交流事業 継続 - - - - - - - - - - - - 同上

令和３年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《体育課》

事業
番号

事務・事業名

今後
の

事業
の

方向

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費

項 保健体育費

目 体育施設費

10 ☆指標で表せない効果等

　

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　平日(月曜日休館)・土曜日・祝日 9:00～21:00　日曜日　9:00～17:00

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

　各施設の計画的な修繕をお願いしたい。

　感染症の影響もあり、利用数が減少しているが、今後も感染状況に注視しながら対応と対策を引き続きお願いしたい。

　町民体育館のアリーナ床、アリーナ照明、バスケットゴールが老朽化している。利用者の安全確保のためにも改善をお願いしたい。

Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-①

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

2 決算額 15,127 14,763 14,777 13,158 16,852

町民の交流やスポーツによる健康づくり活動
に貢献している。

年度 Ｒ２

3,694

需用費（光熱水費・燃料費） 16,346

金額(千円） 前年対比 2,361 △ 364 14 △ 1,619

③事業内容及び対象者等

・各種競技団体、サークル活動や学校の部活動など、町民のスポーツ活動の支援を目的と
して、貸館を実施しています。その他に町内会活動や学校、団体に対し体育器具の貸し出
し及び施設の提供を実施しています。
・少年団や各体育協会の大会利用の増加に伴い、時期によっては大会が集中しているた
め、多くの団体、競技で利用できるよう調整をおこなっています。
・トレーニング室の利用者が近年多くなってきており、町民の健康に対する意識が高まっ
ていると思われます。

・森町教育委員会

節

6

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

4 5

計 16,346 事業内容 1 2 ③

運営面 1 2 ③ 4 5

○ 令和３年度　施設利用人数表一覧

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

, 事業開始年度

事業完了(予定)年度

金額

【事務事業の写真等】 今年度については、緊急事態宣言に伴う感染症
防止対策として5/16～6/20及び8/27～9/30まで
の61日間を休館とした。再開後は毎日除菌と利用
時間を制限し開放している。利用者に対しても感
染症防止対策を徹底してもらい、安全性を確保し
てきた。
また、町民プールについては感染症が町内で増
加傾向にあった為、開放を行わなかった。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

自
主
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
事
業

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

①目的及び効果

②事業主体

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容

・対象者　町民全般　・対象施設　町民体育館・サンビレッジ森・青少年会館等の開放

1 2

    利用者数                        令和２年度 令和３年度 　増　減     利用者数                        令和２年度 令和３年度 　増　減

  町民体育館         22,994名 20,672名 △2,322名   町民プール 0名 0名 0名

内トレーニング室 3,977名 3,505名 △472名   テニスコート 184名 101名 △83名

  サンビレッジ森 20,292名 16,575名 △3,717名   森町民ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 1,794名 1,896名 102名

  青少年会館 1,193名 1,716名 523名   尾白内ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場 3,050名 4,229名 1,179名

  柔道場 1,021名 352名 △669名   町民スキー場 911名 535名 △376名

  町民野球場 1,896名 1,635名 △261名   　合計利用者数 53,335名 47,711名 △5,624名

- 43 -



☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

8

　 10

18

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-②

10 決　算　額　の　状　況

R３ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 3,194 3,766 2,644 1,985 2,107

節

6 年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ R２

122金額(千円） 前年対比 △ 665 572 △ 1,122 △ 659

・スポーツ少年団の活動を中心に地域活動などをとおして計画的、継続的に推進し、団の自
主運営とその育成指導を図ることを目的としています。
・スポーツ少年団の育成強化のため、補助金、各種大会の開催、各種スポーツ大会等参加負
担金の助成を実施しています。
・指導者育成のために、道スポーツ少年団主催の認定指導者養成講習会への参加を推奨して
います。

報償費 330

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
事
業

旅費 69 各少年団のスポーツ大会等の参加負担金を支出
することにより、団員の金銭的負担を軽減してきて
いる。また少年団活動を通して、青少年の健全育
成、仲間づくり、体力づくりに貢献している。

需用費（消耗品費）

要改善

98

負担金補助及び交付金 2,352

運営面 1 2 ③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4 5

計 2,849 事業内容 1 2 ③

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

金額

【事務事業の写真等】 今年度は、感染症防止対策として各少年団活動
が自粛した期間があり、交流試合や大会の中止
等も中止となった。
少年団未加入の子供向けのイベントなども開催で
きず、
少子化の影響もあり、団員が減少しているが、引
き続き、少年団活動をPRし、少年団員の加入促進
と指導者向けの講習会を続けることで、指導力の
向上を図りたい。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

事業開始年度

的確

準備等 1 2 ③ 4 5

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好

少子化の影響もあって団員数は減少していると思うが、少年団へのサポートは手厚いと感じている。

1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5 今後も引き続き、団及び指導者に対して継続的なサポートをお願いしたい。

・森町教育委員会、森町スポーツ少年団本部 (R3年度少年団数 10団体 団員数 212名)

②事業主体

③事業内容及び対象者等 

　○各スポーツ少年団大会
　　・オニウシサマーキャンプ（バスケット交流大会）
　　・近隣町少年剣道大会
　○各少年団のスポーツ大会等の参加負担金
　　・第２２回ダイハツ北海道小学生ＡＢＣバドミントン大会兼南北海道予選会
　　（６／２５～２７）３名
　　・なの花薬局カップ第４０回小学生バドミントン大会（１０／１５～２４）６名
　　・第３６回北海道スポーツ少年団剣道交流大会（１１／１９～２０）９名
　　・第３０回全国小学生バドミントン選手権大会（１２／２７～２９）２名
　　・第４５回全国道場少年剣道選手権大会（１／５～７）２名
　○令和３年度　森町スポーツ少年団補助金

新型コロナウィルスの影響で中止
　　・各スポーツ少年団大会
　　・令和３年度森町スポーツ少年団研修会
　　・令和３年度スポーツ少年団宿泊研修

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容

○Ｒ3 決算額内訳（千円）

報償費 110

旅費 0

需用費 98

負担金 1,899

スポーツ少年団補助金（1,402）

大会負担金等 （ 497）

計 2,107
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

　

Ｒ3年度班員数　13名

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

感染症の影響により、オニウシマラソン以外の事業が開催できなかったが、今後は事業を開催できるよう、内容や開催方法を工夫しながら進めてほしい。

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-③

決　算　額　の　状　況

Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

節

年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

-金額(千円） 前年対比 - - - -

・町民特に家族ぐるみの健康、体力づくりの推進を目的として、各種事業の実施、また、体育協会主
催の町民玉入れ大会や冬季スポーツフェスティバルなど、各種体育事業に協力しています。

教
対
協
社
教
部
健
康
を
作
る
活
動
班
事
業

町民対象の様々な事業を行うことで、運動への関
心や健康づくり・体力づくり、また町民同士の交流
に貢献できている

要改善

運営面 1 2 ③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4 5

計 事業内容 1 2 ③

○オニウシ公園周回マラソン　10月23日開催 129名参加（森町体育協会との共催）

新型コロナウィルスの影響で中止
　　・駒ケ岳登山会
　　・町民ハイキング
　　・地引網体験会　（心を育てる活動班との合同事業）
　　・町民グラウンドゴルフ大会　（森町老人クラブ連合会との共催）
　　・冬季スポーツフェスティバル
　　　（冬季スポーツフェスティバル実行委員会協力事業）
　
　　※町民玉入れ大会　（森町体育協会との共催）については開催未定

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

金額

5

【事務事業の写真等】 今年度、新型コロナウイルスの影響のため、ほぼ
事業を開催することができなかった。今度は、感
染症対策を行いながら、事業を開催し、健康、体
力づくりの推進をしていきたい。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

・森町教育水準向上対策協議会（社会教育部　健康を作る活動班）

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

　

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

各協会の大会や事業が、感染症感染症の影響により、開催できなかったが、今後は事業開催できるよう、方法や事業内容を検討してほしい

各協会員が減少しており、協会事業の継続が困難になってきている。各協会のサポートを強化してほしい。

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-④

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ３ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 1,805 1,805 1,405 1,305 1,305

節

6 年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

0金額(千円） 前年対比 0 0 △ 400 △ 100

負担金補助及び交付金 1,805

体
育
協
会
補
助
事
業

コロナ禍のため、規模の縮小などもあったが、各
種目の大会を開催することで、町民同士の交流が
活発化されている。

要改善

運営面 1 2

金額

【事務事業の写真等】 今年度は、感染症防止対策として各協会活動が
自粛した期間があり、交流試合や大会等も中止と
なった。また協会全体の高齢化が進んでおり、協
会の存続及び講師・スタッフの確保が難しくなって
きている。事業や教室の継続のためにも、人材を
勧誘し協会の活発化を図りたい。

③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

2 ③ 4

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4 5

計 1,805 事業内容 1 2 ③

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

　○オニウシ公園周回マラソン　10月23日開催 129名
　　　（教対協社会教育部（健康を作る活動班）との共催）
　○各単協主催　町民大会

　新型コロナウィルスの影響で中止
　　・町民玉入れ大会　（教対協社会教育部（健康を作る活動班）との共催）
　　・冬季スポーツフェスティバル（教対協社会教育部（健康を作る活動班）協力事業）
　　・各種教室への講師派遣（水泳教室・スキー教室）
　　・渡島スポーツレクリエーションフェスティバルへの参加

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

・森町体育協会

　Ｒ３年度加盟単協数　14単協　協会員数　420名

・スポーツの振興と加盟団体の組織及び活動の助長充実をはかり、併せて住民の健康増進に努め
ることを目的として、各単位協会の競技力や技術力向上を目指しています。また、町民の健康増進
や親睦を深める為、町民玉入れ大会、冬季スポーツフェスティバルの運営を実施しています。
・町主催の各種教室に対して、関連単協が指導にあたり、技術向上を図っています。
・各単協主催で町民向けの大会を開催し、競技人口の拡大、技術の向上を図っています。

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

　

　

【体育館】 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

【グラウンド】 ☆コメントによる評価

【参考】令和３年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和３年度分評価>

学校開放を利用して団体のスポーツ活動が活発になっている。今後感染状況を確認しながら、一般団体への開放再開を検討してほしい。

2,581名115日

報償費

森町教育委員会　　　令和３年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和３年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-⑤

10 決　算　額　の　状　況

学
校
開
放
事
業

少年団：森バスケットボール少年団他３団体 要改善

事
業
名

事
務
名

1 決算額 80 100 120 60 60

6 年度 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１

節 金額(千円） 前年対比 △65 20

110

Ｒ２ Ｒ３

20 △60 0

妥当 良好 的確

学校活動の支障にならない範囲での開放を行うこ
とで、町民のスポーツ活動場の提供に貢献してい
る。

・学校教育法第８５条（学校教育上支障がない限り学校を社会教育その他公共のために利用させることができ
る。）及び社会教育法４４条（学校教育上支障がないと認める限り管理する学校を社会教育のための利用に努
めなければならない）の規定により、地域スポーツと文化の振興及び子供の安全な遊び場の確保のために学校
教育に支障のない範囲で学校の施設を住民の利用に供するものとする。

・森町教育委員会

4

森小学校 3,259名

尾白内小学校 38日 237名

鷲ノ木小学校 1日 36名

110日

計 110 駒ヶ岳小学校体力づくりクラブ

学校名 開放数 利用人数 利用団体

5

少年団：鷲ノ木サッカー少年団

170名27日駒ヶ岳小学校

運営面 1 2 ③

少年団：森・尾白内バレーボール少年団 準備等 1 2 ③

4 5

要検討

《 有 の 場 合 》 一般団体：楽しく走ろう会他 目的達成度

5

事業内容 1 2 ③ 4 5

1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 少年団：砂原サッカー少年団 財政面 1 2 ③ 4
さわら小学校

2 ③ 4 5総体 1

金額

名称

学校名 開放数 利用人数

【事務事業の写真等】 少年団：野球少年団森クラブ
継続

利用団体 今年度については、緊急事態宣言の発出に伴
い、5/16～6/20及び8/27～9/30までの期間中利
用を停止した。
基本的には児童、生徒が対象の団体のみ利用を
可能としており、利用団体へは感染防止対策の徹
底を図ったうえで活動を実施するよう周知を行っ
ている。
今後、一般団体への開放は学校側と協議をしな
がら進めていきたいと考えている。

〔事業の方向性〕

事業開始年度

森小学校 72日 1,296名

Ｈ17.4

事業完了(予定)年度

〔予算の方向性〕

継続

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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